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序 文

小林市は、宮崎県南西部に位置し、雄大な霧島連山のふもとに広が

る田園都市で、古くから九州の西と東を結ぶ交通の要所として栄え、

現在では、美しい自然を生かし花・星・蛍と湧水の町として発展をつ

づけています。

近年、開発工事にともなう埋蔵文化野の発掘調査によつて、地域の

歴史が公々に解明されつつあります。今回、永野地区において県営農

林漁業用揮発油税身替農道整備事業が行われることになり、遺跡の破

壊を免れない箇所において、市教育委員会では工事着手前に発掘調査

を行って記録保存の措置をとることになりました。調査の結果、永野

遺跡からは石器や縄文土器、古墳時代の土器などが出上しました。こ

れらをまとめた調査報告書により、皆さまの地域の歴史と文化に対す

る関心が深まりますことを切に願います。

最後に、調査・報告書作成にあたり、ご指導・ご協力をいただきま

した宮崎県教育委員会文化課の方々をはじめ、遺跡の記録保存にご理

解をいただいた宮崎県西諸県農林振興局の方々、また発掘調査・整理

作業に携わっていただいた作業員の皆さまに厚く御礼申し上げます。

平成 16年 3月

小林市教育委員会

教育長 山口寅一郎



例 言
1 本書は、県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業に伴う発掘調査報告書である。
2 本事業は、宮崎県西諸県農林振興局の依頼を受け、平成 13年 H月 27日 から翌 14年 2月
8日 にかけて小林市教育委員会が調査主体となつて発掘調査を行つた。

3 本事業の調査体制については以下のとおりである。
調査主体 小林市教育委員会

教  育  長 山口 寅一郎
社会教育課長 上原 守義 (～平成 13年度)

鵜木 義幸 (平成 14年度～)
社会教育係長 上別府 優
庶 務 担 当 切畑 勝博 (～平成 14年度)

山口 恭史 (平成 15年度～)
調 査 担 当 中村 真由美 (～平成 14年度)

落合 賢― (平成 15年度～)
4 発掘調査は中村が行い、以下の方々のご協力をいただいた。 ()贋不同・敬称略)

5 現場において、図面等の実測および写真撮影は中村が行い、発掘作業員がこれを補助した。
6 本遺跡の整理作業は、平成 14年度から 15年度にかけて小林市教育委員会で行い、遺物等
の整理作業は、以下の方々のご協力をいただいた。 (敬称略)

7 本書の執筆および編集は落合が担当した。
8 本書に掲載した遺物の整理・実測は、安藤・松田・松永・押川が行つた。
9 土器観察表等の上器の色調は農林水産省農林水産技術会事務局監修の標準土色帖を参考に
した。

10 遺物の写真撮影は、中村 (大 )、松田が行った。

11本遺跡出上の黒曜石産地分析は、京都大学原子炉実験所の藁科哲男氏に依頼し、玉稿をい

ただいた。

12本遺跡の出土遺物は小林市教育委員会で保管している。
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第 1章 発掘調査 に至る経緯

平成 H年度に宮崎県西諸県農林振興局から埋蔵文化財包蔵地の有無について照会があった。
西諸県農林振興局では小林市永野地区において県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業

を計画しているとのことであった。

そこで小林市教育委員会が遺跡詳細分布報告書で確認したところ、事業予定地の一部が埋蔵

文化財包蔵地にかかっていることが判明し、工事によって遺跡が破壊される恐れがあるため、

平成 12年度に試掘および確認調査を行つた結果、事業予定地内で遺跡の存在が確認された。

その後、数度にわたり宮崎県教育庁文化課、小林市教育委員会、宮崎県西諸県農林振興局の

三者で協議を行つたところ、遺跡が工事による影響を受ける部分について工事着手前に発掘調

査を行うことで記録保存の措置をとることで合意した。

発掘調査は、平成 13年 11月 27日 から平成 14年 2月 8日 まで永野遺跡 1区。2区の調査を

行った。

第 2章 遺跡の環境 (第 1図 )

1 地理的環境

永野遺跡は、小林市大宇東方字永野に所在する。

小林市は宮崎県南西部にあり、北は西諸県郡須木村、西はえびの市、東は西諸県郡野尻町と

境界を接し、さらに北は熊本県あさぎり町、南は鹿児島県霧島町と県境を接している。古代に

は夷守駅が置かれたとされ、近世には肥後街道が当地を走り、現在では宮崎自動車道が横断し、

各方面をつなぐ3本の国道があることからも古くから交通の要衝であつたことがうかがえる。

地形を概観すると、北は四万十層群を基盤とする九州山地、南は日本有数の活火山である霧

島山に囲まれた盆地である。西には加久藤溶結凝灰岩で形成された台地があり、この三方から

扇状地が広がり、さらに東に向かつてシラス台地が浸食されて形成された河岸段丘や低地がひ

ろがっている。

市内を流れる河サ||は西部の一部を除き、多くが大淀川水系に属する河川で、石氷川、辻の堂

川、岩瀬川などが西から東に流れる。

永野遺跡は、市北東部の岩瀬川東岸にある、河川の浸食によつて形成された標高約 200m前

後の河岸段丘上に営まれた遺跡であると今回調査した場所はその段丘の北側の縁辺部にあたる。

2 歴史的環境
小林市で現在までに確認されている旧石器時代の遺跡はないが、市北西部の横峯迫遺跡で黒

曜石製の打製石器が採集されており、今後新たに発見される可能性がある。

―
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第 1図 遺跡の位置および周辺遺跡分布図
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縄文時代の遺跡は、これまでの調査で本田遺跡をはじめ平木場遺跡、山中前遺跡、こまくり

げ遺跡、大平遺跡、上菌遺跡、平瀬野遺跡、梅木原遺跡、内屋敷遺跡などが報告されている。

梅木原遺跡は今回調査した永野遺跡とは開析谷を挟んだ北側の台地上にあり、縄文時代前期

から晩期、弥生時代、古墳時代および古代の遺物と土坑・ピット群が確認されている。

弥生時代の遺跡について報告例は、広庭遺跡において花弁形住居 3軒が確認されている。

古墳時代の遺跡は、地下式横穴墓が主に発見されている。昭和 14年に県指定史跡となつた

小林町古墳 6基をはじめ、東二原地下式横穴墓群、下の平地下式横穴墓群、新田場地下式横穴

墓群、尾中原地下式横穴墓群などが報告されている。

古代には、「夷守」と呼ばれ、『延喜式』によれば日向国 16駅の一つとして夷守駅が設置され

た場所が小林市大字細野字夷守に比定地とされているが、詳細は不明である。このころの遺跡

は、竹山遺跡、餅田遺跡で布痕土器が出上している。

中世においては、島津荘真幸院を中心に勢力を持つた北原氏が三ノ山城を拠点にこの地を支

配下におき、伊東氏や島津氏と抗争を繰り広げていた。当時「三ノ山(三山)」 と呼ばれたのは、

この城に由来するといわれる。この頃に築かれた山城としては、三ノ山城のほか、河ヽ林城、岩

牟礼城、野首城、内木場城、宇賀城があげられるが、詳細な調査はいまだ行われていない。ま

た、大部遺跡、杉菌遺跡、年神遺跡で竪穴状遺構が検出されたほか、輸入陶磁器も出上してい

る。

元亀 3年 (1572年 )、 木崎原の合戦において伊東氏が島津氏に大敗したのを契機に、小林を

含む諸県郡一帯は島津氏の支配地域となり、以後近世まで薩摩藩に属することになる。

以上、小林市の歴史の概略だが、各時代ともいまだ不明な点が多く、今後の調査における資

料の増加と研究が望まれる。

表 1 周辺遺跡名一覧表
1永野遺跡 2栗巣野遺跡 3梅木原遺跡 4池 田遺跡 5大 久津遺跡

6今 別府遺跡 7下津佐遺跡 8谷 ノ木原遺跡 9立 山前遺跡群 10崩淵遺跡

11地頭淵遺跡 12穂屋下遺跡 13小林原遺跡群 14新田場遺跡群 15二原遺跡群

16大丸遺跡 17木切倉遺跡 18野首城跡 19岩牟礼城跡 20下 ノ平遺跡群

21内侍塚遺跡群 22平瀬遺跡 23岩瀬遺跡
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第 3図 1区地形図
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第4図 2区地形図

-6-

)              10m



I表土 (耕作土)
I撹乱層 (耕作■l
Ⅲ 攪乱層 (耕作土)

W燒乱層 (耕作土)
V黒ボク土唐
WI褐色土層 (アカホヤ上層)
Ⅶ アカホヤ層

Ⅷ 牛ノ睡層

区 暗褐色土 (径 1～ 2 wnの黄色粒混入)25Y3/1
X責灰色土 (径 1～ 2 HInの黄色粒混入)25Y5/1

I表土 (腐葉土)
工 明褐色土層 (二次アカホヤ)

Ⅲ 牛ノ艇火山灰層

0
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第 3章 発掘調査の記録

1 発掘調査の概要

今回の発掘調査において、事業予定地のうち調査対象 2,000ピの台地縁辺部 2箇所を北か

ら 1区、2区と分け、耕作上を重機で掘削後、人力によリアカホヤ火山灰層まで掘削し、遺構

検出につとめた。旧地形については、1区、 2区とも現在の地形とそれほど変化は無く、台地

縁辺の傾斜地であつたことがうかがえる。

土層は、耕作により1区の北東側で牛ノ歴火山灰層 (カシワバン)まで削平を受けた所や トレ

ンチャーによる攪乱が見られたものの、全体的には比較的良好な堆積状況であつた。

遺構は、両区とも明確なものは認められなかった。

遺物は、1区では土器片や礫などが出上した。2区については、1区よりも多くの遺物が出

上したが、包含層である明褐色土層がプライマリーな層を成しておらず、アカホヤ火山灰層が

傾斜に沿って二次堆積したものと思われる。なお、遺物の分布状況については調査時の正確な

データが無く、詳細は不明である。

2 遺物
1区出土遺物

1区から出上した遺物は、約 170点で、黒ボク土層からの出上であつた。石器と確認できる

ものは無く、いずれも土器片であった。接合して形を復元できた資料はない。そのうち 5点に

ついては、特徴的なものといえるので、以下のとおり掲載する。

土器 (第 7図 6、 第 14図 72～75)

いずれも縄文土器である。 (6)は、日縁部の外側にやや平たい粘土紐を貼り付け、さらにそ

の上から日縁を覆うように波形に粘土帯を貼りめぐらしている。粘土帯には工具による刺突文

がほどこされている。

(72・ 73・ 74・ 75)は、黒色磨研土器である。日縁部がやや外側に開く形状の深鉢形土器と思

われ、頸部から月同部の形状は (75)の ようなラッパ状になるものと見られる。胎土や色調から、

これらは同一個体の可能性が高い。

2区出土遺物

2区から出土した遺物は、土器約 650,点、石器約 80,点にのばり、1区の出土J煮数より多い

が、そのほとんどはアカホヤ火山灰の二次堆積層とみられる明褐色土層から出上したもので、

層位による先後関係を見出すことは困難であつた。出土遺物を大まかに分けると、縄文時代後

期に含まれるものが最も多く、縄文時代早期のものや古墳時代の上師器片や須恵器片などが若

千見られる。

-9-―



① 上器 (第 7図～第 16図 図版 3～ 8)
土器については、いずれも破片であり、大半は無文土器の小片であった。接合して形を復元

できた資料はないが、そのうち 101点について特徴的なものを I～Ⅷ類に分類し、詳細を以下

にまとめた。

I類 (第 7図 1～ 5)

撚糸文を施し、横方向に凹線文や列点文をめぐらせる。小片のため器形は不明だが、縄文時

代早期末の塞ノ神式上器に相当するものとおもわれる。

Ⅱ類 (第 7図 7)

日縁部の外面上端に貝殻腹縁刺突文をめぐらせ、その下位に平行沈線文を施す。こうした文

様が確認できたのはこれのみである。

Ⅲ類 (第 7図 9～ 11)

磨消縄文土器である。 (11)は、胴部のみで沈線の端部に鉤手状繋ぎ文が見られる。また (9・ 1

0)は小片であるが、皿もしくは浅鉢に類するものの一部とおもわれる。

Ⅳ類 (第 8図～第 13図  12～ 56)

口縁部外面から胴部にかけて三条の並行する沈線文を主に施文する。口縁部の形態はほとん

どがほぼ直日のもので、外反するものが若干見られる。文様のつけ方から沈線の間に貝殻腹縁

刺突文を施すものと刺突文を施さずに沈線文のみを施すもの、貝殻腹縁刺突文のみ施文するも

のに分けられる。

Ⅳ-1(第 8図～第 10図  12～ 32)
日縁部外面に直線的な沈線文を施し、沈線の間に貝殻 腹縁刺突文を斜めに連続して施すも

の (a)と沈線に対しほぼ直交するように貝殻腹縁の連続刺突文を施すもの(b)に細分できる。

a 貝殻刺突文を斜めに連続して施すもの (第 8図 12～ 19、 第 10図 31・ 32)
(12・ 13・ 14)は、波状日縁を呈する深鉢の日縁部で、日唇部にも貝殻刺突文を施している。

(16)は、平日縁と見られ、日唇部に刻み目を持つ。一方、胴部の施文が曲線的な沈線になり、

貝殻刺突文を持つもの (31・ 32)もあるが、これらに対応する日縁部の施文が不明であるため、

この一群に含める。

b 貝殻刺突文が沈線に対しほぼ直交するもの (第 9図 20～ 29、 第 10図 30)
(29)は、並行する沈線文の中に貝殻刺突文を上下三段に施す平口縁の深鉢の日縁部である。

-10-



下段の貝殻刺突文は窓枠のように沈線によつて区切られている。 (20)は、施文の上部の口縁部

外縁に突起を持つ。 (30)は、平口縁の深鉢の日縁部で、日縁から胴部にかけてやや月同張りの形

状を呈する。沈線文の上下に貝殻刺突文を施し、胴部にかけて曲線的に描かれた沈線文がめぐ

る。

Ⅳ-2(第 10図～第 13図  34～ 56)

沈線文のモチーフとしてはⅣ-1と 共通するものもあるが、刺突文がない一群として分類す

る。器形については各個体様々で本来なら細分すべきところであるが、それらを類推できる資

料が少ないため、ここでは共通した文様を持つものを主眼において分類を行つたことをご了承

いただきたい。

(34)は口縁部と胴部の間にくびれを持ち、日縁はやや屈曲気味に外に開く形態の平口縁の深

鉢である。外面は二枚貝の貝殻を使用して器面調整を行つた条痕文をナデによって消されてい

るが、内面は条痕文が荒く残つている。沈線もまた日縁から胴部にかけて施され、沈線の端部

には釣手文が見られる。 (35・ 40・ 41)も平口縁の深鉢であるが、断面はゆるやかに外反する形

状を呈している。 (40。 41)は沈線文の間に貝殻条痕が残つている。

(39)は直口する形態の平口縁の深鉢で、復元して得られた日径は 32.6cmで ある。並行する

沈線文と沈線と連続した渦文が日縁都外面を覆う。施文部分は丁寧なナデ調整がされているが、

その下位の胴部や内面は貝殻条痕文が見られる。

(36・ 37・ 38)は波状日縁を呈する深鉢の日縁部で、外面を沈線文による施文、内面を貝殻条

痕文で覆われている。いずれも釣手文が連結した状態である。

Ⅳ-3 (第 10図  33)

上記の二種類には属さないもので、この 1点のみである。ほぼまっすぐに立ち上がる日縁を

持ち、器面全体に貝殻条痕文を施した後、口縁部外面に貝殻腹縁刺突文を上下三段に施してい

るが、沈線文は施文しない。波状口縁を呈する口唇部には刻み目がつけられている。

V類  (第 13図 57～66、 第 14図 67～ 71)

貝殻条痕文の上器群を一括して分類した。器形を復元できたものがないため、ここではもつ

ぱら口縁部を扱つた。 (57・ 58・ 59)は器面に貝殻条痕文を施し、口唇部は平坦に調整してあり、

(60)は日唇部の平坦部に貝殻条痕文が見受けられる。 (61・ 62・ 63)は 日縁部がやや外反する深

鉢の口縁部とおもわれる。外面と口唇部は貝殻条痕文の後、指ナデによつて消されている。 (64

・65・ 66)は 日唇部に刻み目がつけられている。 (71)は深鉢の胴部のみ復元したものである。

Ⅵ類 (第 15図 78～88)

底部についても断片的な資料がほとんどで復元できるまでに至っていない。また、体部と接

-11-



合できた資料もないため、底部と推定できるものを一括して取り上げる。 (78)は底径 25cmの

網代底で、側面には貝殻条痕文が縦位にはしる。 (79)については編物らしき圧痕の可能性があ

るが、摩滅が著しいため特定は難しい。形態は底部から立ち上がり気味に外に開いている。 (8

1・ 82・ 84・ 85・ 86)は底部外側を肥厚している。 (83)は厚手に作られており、底部から大きく

外に開く体部が想定される。 (87)は丸底でこの形態は 1点のみである。 (88)は外面を丁寧に磨

いた上げ底である。

Ⅶ類 (第 7図 8、第 15図 76。 77)

I～Ⅵ類以外のその他の上器を 3点敢り上げる。

(8)は波状口縁を呈する深鉢の口縁部で、波頂部の外面は月巴厚している。外面と日唇部に貝

殻腹縁刺突文を施し、その下に平行沈線文をつける。

(76)は貝殻条痕文と並行する沈線文の間に棒状工具による連続刺突文が施されている。施文

方法はⅣ-1類と類似している。

(77)は日縁部外面に微隆起帯をつくり、その上から工具による刺突文がつけられている。施

文帯が摩滅しているため、施文具が何なのかは判然としない。

Ⅷ類 (第 16図 89～ 101)

I～Ⅶ類とは調整方法や焼成具合が異なる一群について、別に分類した。

(89)は斜め方向のハケメ調整を残しつつ、全体を丁寧なナデで調整した土師器の甕の日縁部

である。 (94)も 同様に丁寧なナデ調整が為されている。これに対して (90。 91・ 92・ 93・ 95・

96)は、粗いつくりの甕の日縁部である。

(97)は日縁部の下に太目の粘土帯を貼り付け、その粘土帯に棒状のものを連続して押し付け

るように刻み目をつけていく縄目状の突帯を有する。 (98・ 99・ 100)は胴部に同様の縄目状突

帯をめぐらせる。

(101)は回転ナデ調整が見られ、形状から土師器の皿か椀に類するものとおもわれる。

上記に挙げた上器以外に土師器片や須恵器片、近世の陶磁器片がごくわずかであるが出上し

ている。

―-12-
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② 石器 (第 17図～第 20図 図版 9・ 10)

土器が比較的出土量が多いのに対して、石器は少量であった。出上した土層は土器と同じく

第Ⅱ層の二次堆積アカホヤ層であつた。大半は熱を受けた礫が散在しており、それらに混じつ

て石器が出上していた。それらのうち石器と確認できた 23点について実測した。詳細につい

ては以下に述べる。

磨製石斧 (第 17図 102・ 103、第 18図 104・ 105)

全部で 4点出上した。完形品は (105)のみである。全面を丁寧に研磨し、幅の狭い刃部が両

端についている。装着部と思われる痕跡が認められないことから、実用品ではなく祭祀用では

ないか。 (102)は刃部が欠損し、両わき腹には装着痕がのこつている。頭部から刃部にかけて撥

型に開く形状から幅の広い刃部がついていたものと見られ、伐採用の道具として使用された物

であろう。 (103)も刃部の一部であるが、同様の伐採用石斧であつたとおもわれる。これに対し

て (104)は腹部に対して刃部の幅が狭く細身である。用途は細部を削るためのノミとしての機

能を持った石斧であろう。

砥石 (第 18図 106)

石斧などを磨くために使用したものと見られ、研磨した面がレンズ状にくばんでいる。石材

は砂岩である。

敲石 (第 18図 107)

図化した 1点を含め、 3点出土している。自然石を使用し、長軸の両端に敲打痕が認められ

る。石材は砂岩である。

打製石鏃 (第 19図 108・ 116)

未製品を含め、2点出上している。 (116)は完形品で、二等辺三角形で快り込みが入る形状を

し、脚部は尖つている。石材は姫島産黒曜石である。 (108)は黒曜石製の未製品で、片面のみ

微細剥離を行つている。

切目石錘 (第 20図  119・ 120)

2点出上している。いずれも厚さ l cIIl程度の楕円形の自然石を使用している。切目の入れ方

に差異が見られ、 (119)は長軸の両端にそれぞれ切り込みを入れている。これに対して、 (120)

は短軸の両端に切 り込みを入れている。短軸に切目もしくは打ち欠きを入れる石錘は宮崎県内

ではえびの盆地に分布が集中している(藤木氏のご教示による)こ とから、永野遺跡とえびの盆

地との何らかの関係がうかがえる。
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楔形石器  (第 19図  109)

長さ2,9 cmの黒曜石製品で、長軸の両端から剥離を施した形跡が見られる。

二次加工素1片  (第 19図  110、第 20図 121)

(HO)は長さ2,9 cmの黒曜石で、用途は不明である。

(121)は買岩製である。側面にわずかに欠けたように見える部分があるが、利器として使用

した可能性がある。

石核 (第 19図  112・ 115)

いずれも黒曜石製である。

(112)は本調査実施前に遺跡内で確認されたものであるが、出土地点および層位は不明であ

る。しかし、調査においてこの石核と同様の質感を持つ剥片やチップが出土したため、他の黒

曜石とともに分析を依頼したところ、剥片等と石核の産地がほぼ同じであることが確認された

ため、参考資料として掲載する。

石材の特徴としては、まず他の黒曜石に比べて透明度が低いことが挙げられる。厚みの薄い

部分を光に通してようやく飴色に見える程度で、全体的に白色鉱物の粒子を多く含み、剥離面

では白っぽい縞模様が見られる。自然面はあばた状である。

石匙 (第 19図 118)

前述の黒曜石製石核と同様、本調査実施前に遺跡内で確認されたものである。チャー ト製で

縦長の剥片を利用して、長軸側に柄部がついている。
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第 4章  まとめ

本遺跡は、傾斜地である 2区からの出上遺物が大半を占めており、中でもⅣ類とした土器群

が際立って多く見られる。

Ⅱ類の口縁の外縁を刻むように貝殻刺突文があるタイプは、Ⅳ類に先行するものととらえら

れ、岩崎上層式上器に相当する。Ⅲ類は器形が明確でないが、文様の特徴から指宿式に並行す

る磨消縄文系土器とおもわれる。Ⅳ類のうち、Ⅳ l・ Ⅳ-2はほぼ共通する文様のモチーフが

見られる指宿式土器の中原タイプに相当するものと思われる(県理文センター・菅付氏のご教

示による)が、両者の先後関係は不明である。Ⅳ 3と した土器については沈線文が施文されな

いタイプのものである。多くの破片資料と共通した貝殻条痕文の器面調整を持つV類。Ⅵ類の

上器群はⅣ類を中心にした時期に含まれるものと考えられる。

また、Ⅶ類の土器のうち (37)と (51)は日縁部の一部のみで判断するには充分ではないが、施

文部位が若干月巴厚しているようにも見えることから、後出の市来式につながるものと考えられ

る。

Ⅷ類については、古墳時代の上器群として取り扱った。亥1目突帯を持つ土器は縄文時代晩期

から引き継がれているが、永野遺跡で出上したものはいずれも縄目状の刻み目突帯を持つ甕と

思われるもので、同様のものは隣接する梅木原遺跡でも確認されている(報告書では弥生～古

墳時代とある)が、弥生的要素の強い口縁部に刻み目突帯を持つ土器や複数の突帯を持つ土器

が見られない。須恵器との確実な共伴関係については今後の調査に委ねるとして、ここでは古

墳時代のものとしておく。

石器については、丁寧な研磨を施した磨製石斧や剥片石器の少なさから、おおむね縄文時代

後期の遺物としてとらえられるが、石鏃や石錘といつた狩猟・漁労の道具がわずかにある一方

で、敲石以外に植物性食料の加工用具が見られないことから、生業について何らかの偏りがあつ

たのかどうか疑問を残す。時期差をうかがえるほどの資料が無く、点数もそれほど多くない。

ここでは石器製作の有無を述べるにとどめたいと思う。

永野遺跡では黒曜石 13点、チャー ト2点が確認された。黒曜石の産地分析によれば、女臣島産

黒曜石が 4サ点、桑ノ木津留産 4′煮、日東・五女木産 5′点であつた。石材別に見れば日東・五女本

産が、石鏃未製品と楔形石器、石核が各 1′点ずつ確認でき、明らかに石器製作を行つていた様

子がうかがえる。桑ノ木津留産黒曜石は剥片のみで、製品と言えるものはないが、石器製作を

行つていたと思われる。姫島産黒曜石は石鏃が 1点出土しているが、これに伴うチップは確認

できない。しかし、他の 3点は剥片であることから、これもまた石器を作つていたと思われる。

これに対して、チャー ト製の石匙は材質の似たチップなどは見られず、遺跡外から持ち込まれ

た製品の可能性がある。それ以外の石材については比較的手に入りやすい近辺の石を使用して

いるものと思われる。

―-29-一



以上のように、今回の調査では、住居跡や土坑などの集落跡とおもわれる遺構は確認されな

かつたが、遺物からは縄文時代後期の集落につながる出土品が見られることから、調査地′点の

付近に集落跡が存在する可能性は充分高いといえよう。永野遺跡では縄文時代後期前葉を中心

とした時代に集落を営んでいた様子がうかがえる。

最後に今回の報告書を作成するにあたり、県文化課、県埋蔵文化財センターの諸氏をはじめ、

未熟な筆者に多大なご指導・ご助言くださった方々や発掘調査・資料整理に携わった作業員の

皆さんに心より感謝の意を表します。
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表 2 永野遺跡出土石器石材別一覧表
石 材 名 器 種 点数・総重量 行 動 復 元

黒曜石 (姫島) 打製石鏃・剥片 4点 。5.9g 石器製作あり

黒曜石 (桑 ノ木津

留)

剥片 4点 。16.3g 石器製作あり

黒曜石 (日 東・五

女木 )

石鏃未製品。楔形石器・二次力|

工剥片・剥片

5点・ 24.8g 石器製作あり

チャー ト 石匙・剥片 2点・ 8.5g 製品のみ外部からの摘

込みか
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土器観察表 (1)

年代 器種 茂存日 町
率 胎土 燃成 剰

券
備考

2区 細 文 深鉢か 胴 部
褐

ｅ５
赤
Ｉｔｕ

襴

ｃ６

赤

―ｌｕ

列点文
燃糸文
Ш線文

ナデ
03m皿 前後の相暗、05～ lШ
の無色透明の砂粒を含む

良 断 面

2区 細 文 深鉢か
"同

判
`

明赤褐
1luc5VR5/6

月大褐
uc 10YR6/6

列点文十ナデ
撚糸文
凹線文

徹糸1～ 1 511tIの 無色透明を彦
く Oう～ 1,口 の f「 flt、 05Ш
の褐‖音のlP/粒 を含む

良 Wi tn こ 1と 同一個体

細 文 深外か ,同 rTj
にぷい赤褐 こぷい赤llw

列点文十ナデ
撚糸文

05111前 後の判 1音  05～ 1

剛の無色透明の砂粒を含む
民 断面

細 文
にぶい黄橙
HucIOYR6/4

こぷい賀橙
luc10YR6/8 凹線文 ナデ R IVf面

2区 縄 文 深鉢か 胴 部
にぶい黄橙
HuciOYR6/4

こがい黄桂 メ
文
繰
糸
凹
撚 ナデ 良 断面 随4と 同―個体

1区 組 文 深鉢 日縁音「
灰黄褐 こ零 い丈褐

ナ デ ナデ llj而
煤付着
回唇部に突刊∫

2区 組 文 深,ト 回縁部 切,こ性 貝骰腹縁文 +
洗線文 ?

ナデ

OS～ 21廟 の灰 由を夕 < 05～
nmの 増明を多く O SIIJの 工!洵 i`

や
寸 口

'IR

内 :媒付着

2区 細 文 深鉢 口縁部
橙
的

樅
luc7 5YR6/6

貝穀‖Я縁

"J突文

05～ 1側 の白透 を多 く、 O
～ llnの t「 灰 を多 く、 OS』
の灰犬の砂粒を含む

良
口唇部 :貝 殻腹縁】
突文

2区 縄 文 鉢 か 日縁部 廣灰
luc2 5Y5/1

灰式th
l uc i OYl15/2

尤線文
でと文

ナ デ 良 断面

2区 itg文 不 明
暗灰貢
lue2 5Y5/2

佃

ψ
磨拙組文
泥縁文

2区 縄文 深鉢 引Π部
濃 黄

にポい黄
‖」e2 5Y6/3

沈線文十
購消細文

彼
。

惇̈い
硼
無
ι
一‐
�
め

断面

細 文 深鉢 口縁部
にぶい黄橙
1luc 10YR7/4

にがい☆橙
Hue1 0YR7/4

洗線
貝般)腹縁文

05硼 前後の暴廊 を多 く、衛
細～ 1剛の無色透明のlr/粒 お
多 く含む

良
外 :わずかに媒付
着

縄 文 深鉢 口縁都
にがい黄橙
日uc10YR6/4

にがい黄橙
HueiOYR6/3

貝投腹縁ガ1突
文洸線文

ナ デ 良
口唇部 :貝 殻腹縁耳
突文

組 文 深鉢 口縁書[
に示い黄燈
Ituo 10YR6/4

にぶい黄橙
‖uc 10YR6/4

文縁
文
帳

デ
線
搬

ナ
洸
貝

条痕文後ナデ
05～ 15剛 の黒棘 を多く、 0
5～ 25ロロの無色透明を多 く
0 5dmの 白濁のF/粒 を含む

良 lJr両
部
文
唇
突
口
刺

貝殻腹縁

2区 縄 文 深鉢 〕Π部 橙
Hue5YR6/6

にポい☆橙
‖ue 10Yl16/4

洸線文 条疲
文後貝殻腹縁
文

条痕文～ナデ
01～ I IIwの 無色透 明、黒テ
の砂粒 を多 く、 Ol～ 1]酬 セ
灰黄、鶴明の砂粒を含む

良 断面
下部 :刻 14してい
/j不鮮明

2区 細 文 深鉢 口縁部 明赤IB
Huc5YR5/6

明赤IL
llue5YIミ 5/6 文縁

文
腹

テ
線
殻

ナ
洗
貝

条 llt文
)5～ 2911の 果 3tを 多く、 0
ヽ21Jの 相明を多 く、06～
岨1の 相 I占 の砂位を多く合む

H吹
山1面

2区 細 文 深鉢か )同部
騰
Huc5YR6/6

絶

舶

沈線文
具般腹縁刺突
文

条IIt文 ～ナデ 黒鈍 、 05～ 211Bの 相暗の五
位を含む

管檄
断 面

2区 組 文 深鉢か 師
橙
Ｈｕ

笹
1luc5YR6/6

貝殻腹縁加〕及
び洗線文

条痕文～ナデ
!～ 3a nの lB lヤ を多 く、 1～ 2‖口

` 良 断●
~

2区 組 文 深鉢 胴 部
橙

笹

ｍ
ナデ 洸線文
貝投腹縁文

条lR文
05～ 4剛 の灰 白を多 く、 0
～ 41nmの 相 I旨 を多 く、05～
Imの 無色透明の砂liを 含む

良 断面

2区 組文 深鉢 口縁部
定
４
雛
３

にがい褐
Huc7 5Yl15/4

に本い責4E‐
lue10YR5/3

突1常  沈線文
～貝桜腹縁力1
突文～ナデ

条痕文～ナデ
や
甘 反ほ

21猛 網 文 深鉢 口縁 部
にがい橙
Iuc7 5YR6/4

涯線文
貝般腹縁】可突 良 断 面

2区 ilB文 にボい赤褐
Huc5YR5/4

にぶい笹
‖ucSVR6/4

貝般腹縁刺突
文  沈線文
ナデ

貝殻条痕文～
ナデ 良

2区 細 文
こぷい橙 橙

Hue5YIt7/8
流線文
貝殻‖Я縁文

条泉 文～ナ ア

05～ あtuの 白 Tl、 OS～ 2mmし
灰 白、 05～ lttの 黒用 の I
粒 を含む

良

2区 烈雹k 登 にがい黄橙
‖ue10YR6/4

沈線文
貝級腹縁文

く
多
む

多
を
含

測
透
粒

白
色
砂巾］ψ

Ｈ伸虚
Ｏ微Ｏ

2区 縄 文 褐
ＹＲ
赤

ｃ５
欄
猟
赤

ｅ５
沈線文
只殻腹縁文

ナデ 断 面

2区 組 文 深鉢か 口縁部
にぶい橙
Hue7 5YR6/4

こぶい女絡
Iuo10YR6/4

沈線文
只殻条痕刑突
文

条痕文～ナデ
JJJの 情 1卜の r/泣 を含む

細 文
にぶい策橙
Huc 10YR5/4

こ
Iuc5Y〕ミ6/6

貝殻腹縁刺突
文  沈線文 ナ デ

'コ
ヤをわず州こ、微細～lHW,白透

断面

縄 文
にぶい橙
Huc5YR6/4

橙

１ｌｕ

沈線文
貝殻 IPt縁刺突
X

代痕文
2Huの 白透 01～翫Jの灰黄 0

断面 多孔あり

縄 文 口縁部
定
ヤ
雑
３０

ＹＲ
褐
Ⅳ

ｅ５
黄
洵

明女褐
Hじe10VR7/6

ナデ
条Hll文

条IIR文 (斜 め ^

脱方向)

隊細～ 1 5maの 白洵 を多 く 1コ
反幅

細 文 深鉢

口縁部
～胴体
部

褐
ＹＲ

赤

¨
明
Ｈｕ

褐
ＹＲ
赤
φ
切
‐ｌｕ

洸線文
貝殻腹縁刺突
文

条痕文 良 断面

2区 細 支 明赤褐 刀赤欄
lue5YR5/6

涯iJA文
貝殻腹縁文

条IA文 ～ナデ
IJIの 無色透明のlV/11を 含む

只 断 面

2区 縄文 に本い褐
‖de7 5Yに 5/4

沈線文
貝殻腹縁刺突
文

良 断面

細 文 深 鉢 口縁甜I
こぷい美笹
ruc IOVR6/3

にぶい☆褐
HuciOYR5/3

条JIR文 十
貝殻腹縁刑突
文

条痰文

01～ 3maの 桐
'と

を多く、O
～211tIの 白濁、01～ 2o mのワ
白の砂粒を含む

良 lJr面

2区 縄 文 鉢 口縁部 1/7
定

ｏ

碓
３

明赤特 にぶい笹 沈線文
41突 2ヶ 有

ナデ
大 、 01～ 2n他 の灰 F1 01～ 2■

良 反転

2区 組 文 深鉢か
部
部
縁
胴
日

¨
笹
Hdc5YR6/6

にぶい赤褐
Hue5YR5/4 沈線文 貝穀条痕文

微細～2mmの 白透  微粕1～ 2��(
医 白 灰大 彼細～2EHの 果

"ド1～ 2mmの IIB色 透明の砂I1 2～ 良 断面
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土器観察表 (2)

年■ 器種 賞存苛
瞬TI
墓 胎土 備 考

IJq文 深鉢 口縁部 朔赤褐
Huc5YR5/6 文

デ
線
ナ
沈 条痕文後ナデ 醐 争よ聡ヽ糾ち

のIBl音の砂粒を含む
断 面 波状口縁

2区 細 文 深鉢 口縁部
こがい褐
tuc7 6YR6/3

にぶい橙
沈線文 条痕文

uIの 自濁をわずかに、01～ 2■
つ褐明をわずかに、01～ 2EW` 良 断 面

2区 llB文 深鉢 口緑部 にぶい赤掲
口ue5YR5/4

にぶい褐
沈線文 条点文～ナデ

に、01～ 2111tの黒輝をわずメ
に、01～ 2幽の灰白、01～ 良 断 面

2区 細 文 深鉢 曰縁部 に小い貢橙
Hue10YR6/4

にポい黄橙
Hue10YR6/3 沈線文 貝殻条痕文 据 歴

縄文 深鉢 口縁部 1/12
定
２
推
２‐

にぷい燈
1luc7 5YR6/コ

にぶい橙
Hue7 5YR6/4

ナデ
沈線文 ナデ～条痕文 R 反 転 外 :煤付着

網 文 深鉢か 口縁部
橙
Ｈｕ

灰褐
Hue5YR5/2

条痕文
尤線文 条痕文～ナデ

OS～ 1皿 の無 色透 明の砂准
を多 く、 0 5ooの 白濁、 0
～ lШの黒輝の砂粒を含む

断 面 外 :わずかに媒付ら

縄 文 深鉢か 橙
IIue7 5YR6/6 尤線文 室滅

05～ l aaの 黒輝の砂粒を ,
ずかに、05～ 1 5mmの灰 Ⅲ
の砂粒を含む

神
軟
断 面

縄 文 深鉢か 曰縁部 登
Ive5YR6/6

橙
Hue5YR6/6 文

デ
線
ナ
沈 条痰文?

微4a～ 1511mの無色透明を多く
05～ 1皿の白濁、0 5gIIの 黒

'
の砂粒を含む

断而

2区 縄文 深鉢か 口縁部 橙
Huc2 5YR6/8

にぶい黄橙
Huc10YR6/4

ナデ 允線文
員殻腹縁押引
文

ナデ

05～ 1588の 無色透 明 を多
く、O Snmの 黒輝 をわすかに
lmm前 後の褐暗の砂粒を含む

断 面 口唇部 :刻み 目あ と

2区 細 文 深鉢か 口縁部 にがい黄橙
Huc10YR6/4

灰黄褐
沈森文 条痕文

α

，
０

黄 良 断 面

2区 縄 文 深鉢か Л同部 にがい黄橙 沈線文
ナデ

デ
減
ナ
摩 lt 断而

2区 縄 文 深鉢か 胴部か
ν

橙
Ｈｕ

にがい黄橙 条痕文～ナデ
沈線文 条痕文～ナデ

05～ lluIの灰 自の砂粒、 0
～ lll mの 透輝の砂粒 を含む

良 断 面

縄 文 深鉢か 暗灰黄
出ue2 5Y5/2

浅黄 沈線文
ナデ? 貝般条痕文

05～ ladの 自濁を多 く、O
～ lEmの 褐明をわずかに、 0
5～ IE IIの 黒ITの 砂粒 を含む

良 断 面

縄 文 鉢 か 胴部
橙
ＩＩｕ

にがい黄橙 文
文
痕
線 条痕文～ナデ

蜀、05～ 1剛の灰黄、05～
皿の灰白 lE BIの 無色透明の五 良 断而

2区 縄文 深鉢か 胴 部 哭黄
lue2 5YO/2

にぶい黄
沈線文 貝殻条痕文 良 断面

細 文 深鉢か 橙 沈線文
ナデ

０

、

”̈”
α

　ヽ
Ш

幣
軟
断面

縄文 深 r・| 口縁部
定
コ
推
２３

よ褐
Iue5YR4/6

にぶい赤褐
H」e5YR4/4

ナデ
沈線文

05～ 1剛 の黒ITを 多く、微称
～ I硼 の無色透明を多く、O
mBの 自濁の砂粒を含む

良 反振

縄 文 深鉢 日縁部 明赤褐
lue5YR5/8

にぶい黄橙
Hue10Y点 6/4 文

デ
線
ナ
沈 ナ デ

微細～ 15硼 の無色透明を彰
く、微細の黒輝 の砂粒 を

'ずかに含む
良 断面

縄文 深鉢カ
橙

‐ｌｕ
にぶい褐
Huc7 5YR5/4

涯線文
ナデ ナデ 悦 断面

縄 文 鉢か Л同部 隆
luc7 5YR6/6

にぶい橙
Hue7 5YR6/4 沈線文 条痕文～ナア 断 面

2区 縄 文 深鉢か に示い赤桐
Huc5YR4/4

にぶい黄橙
阿uc10YR6/4

オデ
尤線文 摩 滅

05血の黒輝 の砂粒 、05ヽ
mmの 無色透明の砂粒を含む

断 面

2区 縄文 口縁部 月赤編
Iue5YR5/6

福
５

赤

ｃ２
明
Ｈｕ

ベラ状工具に」
るナデ

ヘラ状工具に」
るナデ

05～ lIImの 灰黄 を多 く、
細～ 15血の無色透明を多く
微細の黒輝の砂粒を含む

断面

2区 縄 文 口緑部 明赤褐
Hue2 5YR5/8

褐
お
赤

ｅ２
明
Ｈｕ

ヘラ状工具にど
るナデ

ヘラ状工具に』
るナデ

05～ lmmの 灰 白を多 く、徘
細～ 1511mの 無色透明を多く
微細の黒輝の砂粒を含む

良 断面

2区 縄 文 深 鉢 口縁部 明赤樹
Hue2 5YR5/8 ぬ

鶴
お
赤

ｅ２
条痕文後ナデ 条痕文後ナデ

�

一

ヽ
お 良 断 面

2区 縄 文 深 鉢 口縁部

夭
随
禍
，

い
ｏＶ
い
，

ボ

ｄ

示

に

‐ｔｕ
に

¨

こぶい黄橙
lue10YR6/4 条痕文 条痕文～ナブ

～2nIIの 自濁、微細～2側
輝、微細～21111の 企色の■ 良 断 面 日唇部 :条痕文あ イ

2区 縄 文 深鉢 口縁部 に挙い橙
Wue7 5YR6/4

笹
ＹＲ
ぶ
”

条痕文後ナラ
(粗雑)

ナデ (粗雑 )

,5～ 2 alの灰 白を多 く、 1´
IШの灰果 を多 く、 1剛 のネ
まの砂粒を含む

筈
軟
断面

2区 縄 文 深鉢 日縁部 月赤褐
luc2 5VR5/8

にぶい黄褐
Hu910YR5/4 ナデ

ヘラナデ

:範〕贅脇 法僣を良 lur面
口唇部 :外につまノ
で成形

網 文 深鉢 口縁部
こがい黄橙
IucIOYR6/8

にがい黄橙
Hue10YR6/3 条痕文 条痕文 □ 豊翻 :

良 断 面

縄文 深鉢か 口縁部 登
tuc5YR6/8

橙

Ｈｕ
ナデ (一部貝売
条痕 )

]g吊撃縦乳甥筆 汁
lmの桐暗の砂粒 をわずかにモ 良 断 面

り
へ
よ
左
側
ら
内
か
，
右
じ

剛
虫
献

口
み
け

2区 縄文 深鉢か 口縁部 橙
Hue7 5YR6/6

月赤褐
Iuc5YR5/6

不明
風化激 しヤ

下明
孤化激 しV

た
く

５

”̈”
等
峡
断面
曰唇部 :刻み 日 (少
側から)

網 文 深鉢か 口縁部 明赤褐 明赤褐
Huc6YR5/8 ‖位のナデ 粗いナデ

05～ 1 5mmの 無色透明を多く
9511mの 桐明をわずかに、 O
～lDnの 黒輝の砂粒を含む

良
日唇部 :外 IRlに ご
浅い刻み 目

2区 縄 文 深鉢か 口縁部 橙
Ｈｕ

橙
Huc6YR6/6 麟 な指ナデ 貝殻条痕文 断 面

縄文 深鉢
部
部
縁
胴
日

”
登
Iuc5YR6/6

明赤褐
Huc5YR5/6 昇繁

条痕文後 貝殻条痕文後
ナデ '～

180の黒灰を多く、140のど
蜀をわずかに、1皿の黒輝の五 良 断 面

2区 縄文 深鉢
日縁部
～胴部

にぷい橙 登
Iue5YPN6/6

貝殻条痕文後
ナデ? 貝殻条痕文

)1～ 1阻の熊色透明を多く、0
9剛の灰白をわずかに、Ol～ !

LIの 黒鈍の砂粒を含む
断 面

2区 縄 文 深鉢 口縁部 橙
Wue5YR6/0

こホい貢橙

ナデ
ヘラ状工具にて
るナデ

嵯嵯”
良 断 面
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土器観察表 (3)

キ4 器種 践存苗 氏石室 胎土 撚成 剰
浅

備考

縄 文 深 鉢 胴 部 赤偶 Hue5YR4/6 条痕文 条痕文
疋白、01～ 2omの 黒輝、01～

聖?援争!ヽ。1～ 314の褐暗の五
据歴

縄 文 深 鉢
定
４
推
２５ 黒欄 Hue2 5Y3/1 にがい赤褐 Huc5YR4/ 横方向の磨キ ナデ

の黒輝をわずかに 05～ 3』
の灰黄、05～ 3画 の灰 白の, 良 反 ほ 口唇部の調整が雑

1区 縄 文 深鉢 日縁都 音赤褐 Jue5YR3/4 にがい赤鶴

“

uc5YR4/3 資ナデ
誓キ

著キ
挙減激 しい 良 断 面 燦付着

1区 41文 深鉢 口縁部
こポい黄 IB Hu9111YR5 にがい黄褐

"ucloYR5

指押サエ後横 ;

下部 :ナデ
棟ナブ

１
粒

」］
Ш

ヽ
『感
む

ｏ
の
含

断面

1区 縄 文 深鉢 ,同部 吹黄褐 HueloYR4/2 斜、横方向磨ゼ
ナデ

横ナデ斜方向謝
ナデ右

01～ l lddの 白透、OI～ 3硼 ι
灰黄、0こ ～3dmの 灰 白、微イ

断 面

縄 文 深鉢か 】Π部 にぶい黄橙 Hue10YR6 にぶい黄橙 河uc10YR0 条痕文十列点)
十沈線文

条痕文～ナデ
05～ 1 5omの 褐明を多く、0
S～ 1 511ttの 黒atl、 05mの 烈
色透明の砂粒を含む

断面

和』文 深鉢 口縁部 橙 Hue7 5YR6/6 橙 Huc7 6YR6/8 ナデ ナデ

微細～ 15111の 無色透明をセ
く、05剛の黒鈍の砂粒 を

'ずかに台む
良 刻み 目細隆起突帯

細 文 深鉢 底部
にがい黄橙 HueloYR6

橙 Huc5YR6/6 条痕文 ナデ
01～ lttttの 白濁をわずわ‖こ、O
l～ 1硼黒靡をわずかに、1～
nmの 無色透明の砂粒を含む

据置 網代底

2区 縄 文 深鉢 底部
定

６
推
７ 明赤掲 ‖uc5VR5/6 明赤褐 Huc5YR5/6 クズリ? ナデ後ケズヅ

ナデ ?
ヽ
Ｏ

ヽ
。
む

く
く
含

修
移
脱
爾
劇
卵

の
色
黄
揃
卿
妍

２ヽ
�
血

５

一
　

一

良 反転 扇物圧痕

2区 網 文 深鉢 底 部 赤鶴 Hue5YR4/6 赤褐 Huc5YR4/6 ナデ

微細～21mの 無色透明を多く
微細～ 15硼 の黒輝 の砂粒込
含む

貝 傭避

2区 縄 文 深鉢 底 部 月福Ⅱue7 5YR5/6 明褐 Hu07 5YR5/6
条痕文
ナデ 条痕文後ナデ 鮪W盈ぢ翠繰Pβ

`篭

乱ぁ4
朔の砂粒を含む

良 断面

2区 縄 文 深 鉢 底部
弓男

定
６
稚
６
月赤協 Hue6YR5/6 明赤協 ‖ue5YR5/6 ナデ

05～ 1 5otの 褐 暗 の砂粒
多く含む H火

反転

2区 縄 文 深鉢 底 部 1/8 推 定 黒褐 Hue2 5Y3/1に 萎
い黄褐 HueloYR6/4

黒4b Hue2 5Y3/1 ナデ ナデ
1 5ttdの黒輝を多く、OS～ 1
alの 熊色透明の砂粒を多くイ 破 反転

2区 縄 文 深鉢 底 部 橙‖ue5YR6/6 緒 Huc5YR6/6 ナデ 縞鰐盆拓描a秀粉窪窓象を良 断 面

2区 IIB文 深 鉢 底 部 橙 H」e25YR6/8 種 Hue2 5YRO/8 条痕文後ナデ ?
ナデー部指抑う
工痕

絲移ぢ照縁彊蓼隻ぞ毛51'I
のlBIHの砂粒を多く含む

良 断面

2区 和と文 深鉢 底 部 明赤褐 Hue5YR5/6 月赤褐 ‖uc2 5YR5/8 ナテ
′HIの 褐 1音 を多く、 051111前 々
D白 濁 0うШ前後の黒輝のI 軟 断 面

2区 古墳 斑 底 部
一
悦
ｐ
明赤欄 Huc5YR5/6 月掲 Huc7 5YR5/6 ナブ

O SEIIの 白濁 をわず か に 、 O
D IIの黒atの 砂能 を含む

良 据置

2区 古墳 艶 底部
定
２
推
α 浅黄

Hue2 5Y7/8 疋自 nuc2 5Y8/2 磨 キ ナデ 反転 断面に黒斑有

古墳 託 口縁部 瞥赤裕 ‖ue5VR9/6 赤4B HuesYR4/6 クヽ後ナデ ケヽ後ナデ
05～ 11皿 の灰黄 をわずかに
Ol～ 1411の 透輝 の砂粒 をィ
む

断 面

占IIl 疑 日縁部 にぶい黄 Huc2 5Y6/3 浅黄 Huc2 5Y7/3
ハケ後ナデ
ナデ

ハタ後ナデ
ナデ

〕1～ 2岡 の自濁 01～ 211m`
天黄、Ol～ 2剛の黒鈍、0,´ 据 囮

古墳 範 口縁部
月赤 褐 Huc5YRS/8リ
驚褐

“

ueloYR6/6
にぶい責橙 口ue10YR6 ハケ後ナデ ナデ

05～ 15側 の灰黄を多 く、O
S～ 2m回 のIB暗 の砂粒を含む

断面

古頂 型 口縁部 月赤4B Hue2 5YR5/8 橙
Huc7 5YRO/6明 〕
客B llue5YR6ノ 6 ナデ ハク後ナア

05～ 1 5mmの 灰黄を多 く、 0
5～ llt Bの 悟暗 の砂粒 を多 く
含む

古墳 疑 月黄桐 HuciOYR6/6 明黄鵜 HueloYR6/6 ナデ 様ナデ
微細～ 1剛 の相明の砂粒 をを
く含む

R 勺・外 :媒付着

古預 疑
とがい黄橙 HueloYR7

浅黄 Hじe25Y7/3 ケヽ ?
lomの灰 白をわずかに、05皿
の黒鈍をわず力Чこ、 1硼の無で
あ明の砂粒をわずかに含む

良 断 面 熊付着

古墳 班
にどい責橙 HueioYR6ノ
ロ灰 WueioYR5/1

にポい貢橙 Hue10YR7 ケヽ後ナデ 摩滅激 しセ 瑕疑醐 憲おチ継4 貝

古墳 望 橙 Huc7 5YR6/6 にぶい橙 Huc7 5YR6/ ナデ ナデ :温あ深堅整警費蕉毛売モ:湛テ
黒海のFr/位をわずかに含む

良 断 面

古壊 疑 口縁部
にぶい黄橙 HucloYR6 に工い黄橙 Hせ eloYR6 士付突帯 (逆

'前の刻み 目か)
ナデ 宮念Ⅷ 良 断面

古墳 霊 胴 部 にぶい栂 Huc7 5YR5/4 にぶい褐 Hue7 6YR5ノ
ナデ
貼付突帯

ナデ
に、微細～lo8の 白透、微細´

1皿の黒輝、1～ 3mmの 灰黄の五 良
断面

古墳 llL 胴部
にがい黄橙 Hue10YR7 にポい黄‖ue2 5Y6/3

ヘラナデ
貼付突常 指押サエ後ナデ 良 断面 媒付着

2区 古墳 雛 胴 都 笹 Huc5YRO/6 種 Huc5YR6/6 ナデ貼付突帯
天白をわずかに、05～ lEE υ
譜輝、05～ 1剛の黒 3t、 01‐ 良 断 面

媒付着
一部到落 (内 )

2区 甜的
約

範 浅黄 Hue2 5Y7/3 橙 Huc7 5YR6/6 回転ナデ 回ほナデ 散細の黒郎をわずかに、粘痢
D無色透明の砂粒を含む 民 断面 外 :燦付着
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石器観察表

図面番号 出土地区 層位 器種 石材
法量 (cm)

重量 (g) 備考
最大長 最大幅 厚 さ

102 2区 Ⅱ 磨製石斧 安山岩 18.1 6.3 4.1 542.7 刃部欠損
（
Ｖ 2区 Ⅱ 磨製石斧 安山岩 (推)6.3 (推)4.2

∩
υ 46.5 欠損

104 2区 Ⅱ 磨製石斧 頁岩 8,7 3.8 2.6 126.4

105 2区 Ⅱ 磨製石斧 安山岩 11。 3
め
る 1.9 86.2

106 2区 Ⅱ 砥石 砂岩 6.1 8.4 つ
る 216.8

（
Ｖ 2区 Ⅱ 敲石 砂岩 8.2 4.9 4.0 197.0

108 2区 Ⅱ 石鏃未製品 黒曜石 1.5 2.0 盗
υ

（
Ｖ 日東・五女木

109 2区 Ⅱ 楔形石器 黒曜石 2.9 つ
０ 0.9

０
ね 日東・五女木

110 2区 Ⅱ 二次加工剥片 黒曜石 2,9 0。 8 3.4 日東・五女木

2区 Ⅱ 剥片 黒曜石 2.3 3.6 0.8 3.0 日東・五女木

112 不明 石核 黒曜石 4,0 2.2
Ｏ
Ｏ 15.0 日首・下 士 珠

2区 Ⅱ 剥片 黒曜石
９

留 2.5 ９

留 7.9 桑ノ木津留

114 2区 Ⅱ 剥片 黒曜石 1.6 ∩
υ

う
る 0。 2 5,6 桑ノ木津留

115 2区 Ⅱ 石核 黒曜石 1.2 2.9 0,7 2.4 桑ノ木津留

116 2区 Ⅱ 石鏃 黒曜石 1,9 1.5 0,3 0。 6 姫島産

2区 Ⅱ 剥片 黒曜石 1.6
つ
る 0,7 1.7 姫島産

118 不明 石匙 チャート 4.7 2.8 0,7 7.8

119 2区 Ⅱ 石錘 頁岩 4.6 3.0 21.0

120 2区 Ⅱ 石錘 頁岩 3.4 刀
■

つ
る 1.0 10。 2

121 2区 Ⅱ 二次加工剥片 買岩 8.4 ワ
‘

質
υ 1.3 61.9

０
わ
９

留 2区 Ⅱ 剥片 買岩 6.8 3.8 1,7 28.9
●
０
０
ね 2区 Ⅱ 剥片 頁岩 2,1 2,7 0,7 2.9

124 2区 Ⅱ 剥片 頁岩 5.ユ 2.8 1,1 10,9
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図版 1

1区土層

1区調査区全景
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図版 2

2区遠景

2区遺物出土状況
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図版 4
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図版 5
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出土土器 3
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図版 6

出土土器 4
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図版 8

出土土器 6
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図版10
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永野地区出上の黒曜石製遺物の原材産地分析

藁科 哲男
(京都大学原子炉実験所)

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、

交易および文化圏,交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によリサヌカイ トおよび黒曜石

遺物の石材産地推定を行なっている iZ3)。 石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満

たす必要がある。地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移

動原石と露頭原石の組成が一致すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたルー トを地形

学などで証明できれば、他の露頭から原石が流れて来ないことが証明されて、十分条件を満た

し、ただ―力所の一致する露頭産地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分

析では『石器とある産地の原石の成分が一致したからと言つて、そこの産地のものと言い切れ

ないことは、他の産地にも一致する可能性が推測されるからで、しかし一致しなかった場合そ

この産地のものでないと言い切れる。』が大原則である。考古学では,人工品の様式が一致す

ると言う結果が非常に重要な意味があり、見える様式としての形態、文様、見えない様式とし

て土器、青銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材があリー致すると言うことは古代人が

意識して一致させた可能性があり、一致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えて

もよく、相互関係を調査する重要な意味をもつ結果である。石器の様式による分類ではなく、

自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から近い、

移動キャンプ地のルー ト上に位置する、産地地方との交流を示す土器が出上しているなどを十

分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播した石材を近くの産地と

誤判定する可能性がある。人が移動させた石器の元素組成とA産地原石の組成が一致し、必要

条件を満足しても、原材産地と出土遺跡の間に地質的関連性がないため、十分条件の移動ルー

トを自然の法則に従って地形学で証明できず、その石器原材がA産地の原石と決定することが

できない。従って、石器原材と産地原石が一致したことが、直ちに考古学の資料とならない、

確かにA産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、B、 C、 Dの産地でないと

の証拠がないために、A産地だと言い切れない。B産地と一致しなかった場合、結果は考古学

の資料として非常に有用である。それは石器に関してはB産地と交流がなかったと言い切れる。

ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地 (A、 B、 C、 D・ ・・・)の

原石群と比較して、A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石器

がA産地の原石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が

混乱し不可能であると思われる。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できる

かは、それぞれが使用している産地分析法によつて、それぞれ異なり実際に行つてみなければ

分からない。産地分析の結果の信頼性は何ヶ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られた

かにより、比較した産地が少なければ、信頼性の低い結果と言える。黒曜石、サヌカイ トなど

の主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含有される微量成分組

成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、これを産地を特定

|_

-45-



する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産地ごと

に数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれ

を対比して、各平均値からの離れ具合 (マハラノビスの距離)を求める。次に、古代人が採取
した原石産出地ザ点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる地点の可能性は十分に

考えられる。従つて、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平均値と分散を推測

して判定を行うホテリングのT2乗検定を行う。この検定を全ての産地について行い、ある原
石遺物原材と同じ成分組成の原石はA産地では 10個中に一個みられ、B産地では一万個中に
一個、C産地では百万個中に一個、D産地では・・・・一個と各産地毎に求められるような、

客観的な検定結果からA産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手

法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。今回分析した遺物は宮崎県小

林市に位置する永野地区出上の黒曜石製遺物 15個について産地分析の結果が得られたので報
告する。

黒曜石原石

黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光

X分析装置によつて元素分析を行なう。分析元素は Al、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、

Sr、 Y、 Zr、 Nbの 12元素をそれぞれ分析し、塊試料の形状差による分析値への影響を打
ち消すために元素量の比を取り、それでもつて産地を特定する指標とした。黒曜石は、 Ca/K、

Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの比量を産地を区別する指標をしてそれ

ぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島

の神津島、山陰、九州、の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図 1に示

す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつくされ、元素組成によってこれら原石を分類して表 1

に示す。この原石群に原石産地が不明の遺物で作った遺物群を加えると202個の原石群にな
る。佐賀県の腰岳地域および大分県の姫島地域の観音崎、両瀬の両地区は黒曜石の有名な原産

地で、姫島地域ではガラス質安山岩もみられ、これについても分析を行なった。隠岐島、壱岐

島、青森県、和田峠の一部の黒曜石には、Srの含有量が非常に少なく、この特徴が産地分析
を行う際に他の原産地と区別する、有用な指標となっている。九州西北地域の原産地で採取さ

れた原石は、相互に組成が似た原石がみられる (表 2)。 西北九州地域で似た組成を示す黒曜

石の原石群は、腰岳、古里第一、松浦第一の各群 (腰岳系と仮称する)および淀姫、中町第二、
古里第二、松浦第四の各群 (淀姫系と仮称する)な どである。淀姫産原石の中で中町第一群に
一致する原石は 12%個で、一部は淀姫群に重なるが中町第一群に一致する遺物は中町系と分
類した。また、古里第二群原石と肉眼的および成分的に似た原石は嬉野町椎葉川露頭で多量に

採取でき、この原石は姫島産乳灰色黒曜石と同色調をしているが、組成によって姫島産の黒曜

石と容易に区別できる。もし似た組成の原石で遺物が作られたとき、この遺物は複数の原産地

に帰属され原石産地を特定できない場合がある。たとえ遺物の原石産地がこれら腰岳系、淀姫

系の原石群の中の一群および古里第二群のみに帰属されても、この遺物の原石産地は腰岳系、

淀姫系および古里第二群の原石を産出する複数の地点を考えなければならない。角礫の黒曜石

の原産地は腰岳および淀姫で、円礫は松浦 (牟田、大石)、 中町、古里 (第二群は角礫)の各
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産地で産出していることから、似た組成の原石産地の区別は遺物の自然面から円礫か角操かを

判断すれば原石産地の判定に有用な情報となる。旧石器の遺物の組成に一致する原石を産出す

る川棚町大崎産地から北方 4 kmに位置する松岳産地があるが、現在、露頭からは 8 Hlm程度の

小礫しか採敢できない。また、佐賀県多久のサヌカイ ト原産地からは黒曜石の原石も採取され

梅野群を作つた。九州中部地域の塚瀬と小国の原産地は隣接し、黒曜石の生成マグマは同質と

推測され両産地は区別できない。また、熊本県の南関、轟、冠ケ岳の各産地の原石はローム化

した阿蘇の火砕流の層の中に含まれる最大で親指大の黒曜石で、非常に広範囲な地域から採取

される原石で、福岡県人女市の昭和溜池からも同質の黒曜石が採取され昭和池群を作つた。従つ

て南関等の産地に同定された遺物の原材産地を局所的に特定できない。柔ノ木津留原産地の原

石は元素組成によつて 2個の群に区別することができる。桑ノ木津留第 1群は道路切り通し面

の露頭から採敢できるが、桑ノ木津留第 2群は転礫として採取でき、これら両者を内眼的に区

別はできない。また、間根ケ平原産地では肉眼観察で淀姫黒曜石のような黒灰色不透明な黒曜

石から桑ノ木津留に似た原石が採取され、これらについても原石群を確立し間根ケ平産黒曜石

を使用した遺物の産地分析を可能にした。遺物の産地分析によって桑ノ木津留第 1群と第 2群

の使用頻度を遺跡毎に調査して比較することにより、遺跡相互で同じ比率であれば遺跡間の交

易、交流が推測できるであろう。石炭様の黒曜石は大分県萩台地、熊本県滝室坂、箱石峠、長

谷峠、五ヶ瀬川の各産地および大柿産、鹿児島県の樋脇町上牛鼻産および平木場産の黒曜石は

似ていて、肉眼観察ではそれぞれ区別が困難であるが、大半は元素組成で区別ができるが、上

牛鼻、平木場産の両原石については各元素比が似ているため区別はできない。これは両黒曜石

を作つたマグマは同じで地下深くにあり、このマグマが地殻の割れ目を通つて上牛鼻および平

木場地区に吹きだしたときには、両者の原石の組成は似ると推定できる。従つて、産地分析で

上牛鼻群または平木場群のどちらかに同定されても、遺物の原石産地は上牛鼻系として上牛鼻

または平木場地区を考える必要がありうる。出水産原石組成と同じ原石は日東、五女木の各原

産地から産出していてこれらは相互に区別できず日東系とした。竜ヶ水産原石は桜島の対岸の

竜ヶ水地区の海岸および海岸の段丘面から採取される原石で元素組成で他の産地の黒曜石と容

易に弁別できる。

結果と考察

遺跡から出上した黒曜石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成され

ているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられ

る。黒曜石製の石器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析にな

るため、水和層の影響を受けやすいと考えられる。 Ca/K、 Ti/Kの両軽元素比量を除いて産

地分析を行なつた場合、また除かずに産地分析を行つた場合、いずれの場合にも同定される産

地は同じである。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定することができないので、

得られた確率の数値にはや 不ゝ確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはな

ヤヽ。

今回分析した永野地区出上の黒曜石製遺物の分析結果を表 3に示した。石器の分析結果から

石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にす
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るため Rr/Zrの一変量だけを考えると、表 3の試料番号 81968番 の遺物では Rr/Zrの値は 0。 9

97で、桑ノ木津留第 1群の [平均値]± [標準偏差値]は、 1.080± 0.048で ある。遺物と

原石群の差を標準偏差値 (σ )を基準にして考えると遺物は原石群から 1,7σ 離れている。と
ころで桑ノ木津留第 1群の原産地から100ヶの原石を採ってきて分析すると、平均値から士
1,7σ のずれより大きいものが 9個ある。すなわち、この遺物が、桑ノ木津留第 1群の原石か

ら作られていたと仮定しても、 1,7σ 以上離れる確率は 9%であると言える。だから、桑ノ木
津留第 1群の平均値から 1.7σ しか離れていないときには、この遺物が桑ノ木津留第 1群の原

石から作られたものでないとは、到底言い切れない。ところがこの遺物を腰岳群に比較すると、

腰岳群の平均値からの隔たりは、約 7σ である。これを確率の言葉で表現すると、腰岳の産地

の原石を採ってきて分析したとき、平均値から 7σ 以上離れている確率は、一千万分の一であ

ると言える。このように、一千万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、この遺物

が作られたとは考えられないから、この遺物は、腰岳産の原石から作られたものではないと断

定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は桑ノ木津留第 1群に9%の確
率で帰属され、信頼限界のO.1%を満たしていることから桑ノ木津留第 1群原石が使用され
ていると同定され、さらに腰岳群に十万分の一%の低い確率で帰属され、信頼限界の O。 1%に満
たないことから腰岳産原石でないと同定される」。遺物が一ヶ所の産地 (桑ノ木津留第 1群産

地)と一致したからと言つて、例え桑ノ木津留第 1群と腰岳群の原石は成分が異なっていても、

分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大きくなる不定形 (非破壊分析)で
あることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類である以上、他の

産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地 (桑ノ木津留第 1群)に一致し必要条件
を満たしたと言つても一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表 1の

230個すべての原石群について行ない、十分条件である低い確率で帰属された原石群を消して

いくことにより、はじめて桑ノ木津留第 1群産地の石材のみが使用されていると判定される。

実際は Rr/Zrと いつた唯 lヶ の変量だけでなく、前述した 8ヶ の変量で取り扱うので変量
間の相関を考慮しなければならない。例えばA原産地のA群で、Ca元素とSr元素との間に
相関があり、Caの量を計ればSrの量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で
作られた遺物であれば、A群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Sr量も一致するはず
である。もしSr量だけが少しずれている場合には、この試料はA群に属していないと言わな
ければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の

手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのT2乗検定である。これによつて、
それぞれの群に帰属する確率を求めて、産地を同定する

4、 5。
産地の同定結果は 1個の遺物に

対して、黒曜石製では230個の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の
産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略し

ているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意

味を含んでいる、すなわち、桑ノ木津留第 1群産原石と判定された遣物について、台湾の台東

山脈産原石、北朝鮮の会寧遺跡で使用された原石と同じ組成の原石とか、信州和田峠、霧ヶ峰

産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表 5に
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記入した。原石群を作つた原石試料は直径 3cm以上であるが、小さな遺物試料によって原石

試料と同じ測定精度で元素含有量を求めるには、測定時間を長くしなければならない。しかし、

多数の試料を処理するために、 1個の遺物に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で

測定を打ち切る。また、検出された元素であつても、含有量の少ない元素では、得られた遺物

の測定値には大きな誤差範囲が含まれ、原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。

したがつて、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている 0.1%に

達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合には、原石産地 (確率)の欄の確

率値に替えて、マハラノビスの距離D2乗の値を記した。この遺物については、記入されたD

2乗の値が原石群の中で最も小さなD2乗値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原

石群の組成と似ているといえるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほ 間ゞ違い

ないと判断されたものである。また、遺物の原石産地が原石・遺物群の複数の原石産地に同定

されるときおよび、信頼限界のO.1%の判定境界の遺物は、分析場所を変えて、 5～ 20回

分析し最も多くの回数同定された産地を判定の欄に記している。遺物は不定形で、風化してい

るために、分析値に影響が残るために値は変動し、判定結果は一定せず、特に元素比組成の似

た原産地同士では区別が困難で、判定は分析番号 81971番の表 4に示すように、 23回分析

場所を変えて測定し最も多く同定された原産地の原石と判定する。今回、分析した永野地区遺

跡出上の黒曜石製遺物 13個の各産地別使用頻度は、桑ノ木津留産原石が38%(5個 )、 日

東・五女木産が31%(4個 )、 姫島産が31%(4個 )で全ての産地が同じ使用頻度になつ

た。また、分析番号 81973、 89576番の遺物は珪素の含有量が非常に高く、チャー トまたは

弱塔系の石材と推測され、 89576番については分析場所、角度を 48回変えて測定し永野-15

フリント遺物群を作り、 81973番と比較したが一致しなかつた。また、分析番号 81979番の

遺物は、分析場所を 10回変えて分析したが、軽元素比 Ca/K、 Ti/Kを入れると帰属確率が低

く同定され、 202個の何処の群にも信頼限界の O。 1%に達しない。一般的に、遺物に被熱な

どの履歴があり風化層が非常に厚くなっている場合が多い。厚い風化の場合には、 Kの元素が

風化の影響の少ない遺物に比べて、より大きく観測される。これは推測であるが、風化層内の

K元素が黒曜石表面に移動し濃縮し、マ トリクス効果の自己吸収によるK元素蛍光X線の減衰

が減少するために、 K元素のピークが大きく観測される。従つて K元素が分母の Ca/K、 Ti/K

の比値が小さくなる、同じ産地同定された遺物の Si/K元素比 (表 3)をみると81979番は小さ

な値となっている。将来的には風化層の厚さから補正が可能の様に思える。現時点では軽元素

比を抜いてマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのT2乗検定を表 1の 202群の全

ての原石、遺物群について行つた結果を推定確率の欄に 【観音崎 (32%)、 両瀬第 1群 (23%)】

と区別して記した。今回の結果では西北九州地域との交流を示す腰岳、古里、松浦地区 (表 2)

産の黒曜石の伝播がなかつたが、姫島産黒曜石が全体の三分の一黒曜石に伝播していて、瀬戸

内内海西部地域の情報を入手していた可能性が推測され、また使用頻度の高い原石産地地方と

より活発な交流があり生活情報、文化情報を伝達、授受していたと推測しても産地分析の結果

と矛盾しない。
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島

深
 
浦

八
森
山

折
腰
内

戸
 
門

鶴
ケ
坂

鷹
森
山

大
釈
迦

下
湯
川

図
1

隠
岐
地
域

醍
学
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表
1-
刊
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

― ｌ ｍ ］ ― ―

原
産
地
原
石
群
名

析 数

分 個
元
素
比

Ca
ノ
/K

Ti
/K

Mn
/z
r

Fe
/Z
r

Rb
/Z
r

Sr
/z
r

Y/
Zr

Nb
ノ
/Z
r

A1
/K

Si
/K

匿 隠 Ｌ

北
海
道

匠

名
寄
第
一
群

04
78
±
00
11

01
21
■
00
05

00
35
±
00
07

20
11
■
00
63

06
14
■
00
32

05
7
4■
00
22

01
20
■
00
17

00
24
±
00
16

00
33
■
00
02

04
51
■
00
10

名
寄
第
二
群

03
09
±
00
15

01
03
■
00
05

00
21
■
00
06

17
74
±
00
55

69
6■
00
44

02
65
■
00
11

03
01
■
00
22

00
26
■
00
20

00
28
■
00
07

03
94
±
0

赤
石
山

01
73
±
00
14

00
61
±
00
03

00
79
■
00
13

27
14
±
0

34
0■
00
59

02
8
3±
00
19

03
41
■
00
30

00
73
±
00
26

00
28
■
00
02

03
74
■
00
10

白
土
沢

01
38
■
00
04

00
21
■
00
02
01
02
=0
01
5

30
49
±
01
81

35
5■
00
88

00
9
7■
00
16

04
92
と
00
39

01
07
±
00
19

00
27
■
00
02

03
68
■
00
06

八
号
沢

01
38
■
00
10

00
22
■
00
02

01
05
■
00
17

31
23
±
01
27

84
6■
00
65

01
05
±
00
19

04
75
■
00
45

00
76
±
00
46

00
27
■
00
08

03
59
■
00
42

幌
加
沢

01
39
■
00
09

00
23
■
00
01

00
99
■
00
15

29
75
±
01
02

79
4±
00
77

01
0
4■
00
10

04
70
■
0

01
03
■
00
27

00
27
■
00
02

03
69
±
00
07

あ
じ
さ
い
滝

01
42
■
00
10

00
23
■
00
01

01
01
■
00
14

30
38
■
01
25

78
7■
00
76

01
1
5±
00
15

04
57
■
00
35

00
76
■
00
44

00
27
■
00
05

03
65
±
00
11

近
文
台
第
一
辞

08
19
■
00
13

01
65
■
00
06

00
81
±
00
10

32
66
■
01
17

06
04
■
00
31

09
41
■
00
30

01
65
±
00
20

00
39
■
00
16

00
39
■
00
02

04
57
■
00
08

近
文
台
第
工
群

05
17
■
00
11

00
99
■
00
05

00
67
±
00
90

27
73
■
00
07

08
12
±
00
37

08
1
8■
00
34

01
97
±
00
24

00
41
■
00
19

00
35
±
00
02

04
42
■
00
09

近
文
台
第
三
群

05
29
■
00
14

00
96
■
00
08

00
68
±
00
18

27
46
■
02
62

08
38
±
01
00

07
96
■
00
81

02
20
±
00
43

00
35
±
00
21

00
36
■
00
04

04
13
■
00
14

台
場
第
一
群

10
76
±
00
52

01
42
■
00
05

00
72
■
00
11

29
12
■
01
17

02
91
■
00
20

06
78
■
00
35

01
26
■
00
22

00
22
■
00
12

00
49
±
00
05

05
17
±
00
14

台
場
第
二
群

06
70
±
00
30

01
26
■
00
06

00
74
■
00
17

30
46
■
01
63

07
59
■
00
44

08
49
■
00
45

02
04
±
00
32

00
35
■
00
18

00
38
■
00
04

04
14
±
00
19

秩
父
別
第
一
群

02
49
■
00
17

01
22
■
00
06

00
78
±
00
11

16
14
■
00
68

09
95
±
00
37

04
58
■
00
23

02
35
±
00
24

00
23
■
00
21

00
22
■
00
04

03
34
±
00
13

秩
父
別
第
二
群

05
19
■
00
16

00
97
±
00
05

00
65
■
00
16

27
05
■
01
25

08
14
■
00
34

07
89
±
00
43

02
04
±
00
25

00
32
■
00
16

00
37
■
00
03

04
17
±
00
16

滝
川
第
一
群

02
53
■
00
18

01
22
±
0

00
77
■
00
09

16
13
■
00
90

10
17
■
00
45

04
5
9■
00
25

02
33
±
00
29

00
38
±
00
18

00
25
■
00
03

03
70
■
00
23

滝
川
第
二
群

04
98
■
00
77

01
03
■
00
11

00
68
■
00
18

26
58
±
03
24

08
28
■
00
31

07
52
±
01
06

02
06
±
00
33

00
41
■
00
19

00
36
±
00
04

04
14
±
00
22

置
戸
・
所
山

03
26
±
00
08

01
28
±
00
05

00
45
■
00
08

18
13
■
00
62

08
24
■
00
34

04
54
■
00
20

01
79
■
00
23

00
44
±
00
20

00
30
■
00
02

04
12
±
00
10

置
戸
・
置
戸
山

04
64
±
00
16

01
38
■
00
05

00
49
±
00
08

17
26
■
00
72

04
49
■
00
24

04
07
±
00
23

01
33
■
00
19

00
26
±
00
14

00
32
■
00
03

04
56
±
00
10

北
見
・
常
呂
川
第
2群

05
48
■
00
25

01
45
■
00
07

00
37
±
00
07

16
91
■
01
34

03
80
±
00
24

04
09
■
00
20

01
20
■
00
15

00
31
■
00
12

00
39
■
00
04

04
77
■
00
19

北
見
・
常
呂
川
第
3群

03
90
■
00
11

01
37
±
00
06

00
30
■
00
06

15
10
■
00
59

03
72
■
00
18

02
38
■
00
14

01
79
■
00
19

00
29
±
00
15

00
33
■
00
04

04
14
±
00
11

北
見
・
常
呂
川
第
4群

02
91
■
00
17

01
09
±
00
08

00
46
■
00
12

18
12
■
00
98

08
07
±
00
41

04
45
■
00
29

01
92
■
00
33

00
34
±
00
15

00
31
■
00
03

03
62
■
00
23

ケ
シ
ョ
マ
ッ
プ
第
一
群

05
75
■
00
56

01
10
■
00
11

00
51
■
00
11

25
55
■
00
86

05
95
±
00
58

06
36
■
00
27

01
67
±
00
27

00
37
±
00
20

00
30
±
00
03

03
97
■
00
13

ケ
シ
ョ
マ
ッ
プ
第
二
群

06
76
±
00
11

01
45
■
00
05

00
56
■
00
14

26
31
±
01
26

06
06
■
00
30

07
12
±
00
32

01
70
■
00
28

00
30
■
00
13

00
30
■
00
03

03
92
■
00
10

十
勝
三
股

02
56
■
00
18

00
74
■
00
05

00
68
■
00
10

22
81
■
0

10
97
±
00
55

04
34
±
00
23

03
34
■
00
29

00
64
■
00
25

00
29
■
00
02

03
96
±
00
13

美
蔓
第
一
群

04
99
■
00
20

01
24
■
00
07

00
52
■
00
10

2
63
5■
0

08
02
■
00
61

07
0
7■
00
44

01
99
±
00
29

00
39
■
00
23

00
33
±
00
02

04
42
■
00
15

美
璽
第
二
群

05
93
±
00
36
01
44
=0
01
2

00
56
■
00
10

30
28
±
02
51

07
62
■
00
40

07
6
4±
00
51

01
97
±
00
26

00
38
■
0
02
2
00
34
±
00
02

04
49
■
00
09

赤
井
川
第
一
群

02
54
±
00
29

00
70
■
00
04

00
86
■
00
10

22
13
■
01
04

09
69
■
00
60

04
28
■
00
21

02
49
■
00
24

00
58
±
00
23

00
27
■
00
02

03
71
■
00
09

赤
井
川
第
二
群

02
58
±
00
65

00
72
■
00
02

00
80
■
00
10

20
7■
00
83

09
70
■
00
45

04
3
6■
00
26

02
45
■
00
21

00
21
■
00
29

00
25
■
00
07

03
71
■
00
07

豊
泉
第
一
群

04
73
■
00
19

01
48
■
00
07

00
60
±
00
15

76
4■
00
72

04
38
±
00
27

06
07
±
00
28

01
57
■
00
20

00
25
■
0

00
32
■
00
02

04
69
±
00
13

豊
泉
第
二
群

03
77
±
00
09

01
33
■
00
06

00
55
±
00
08

72
3■
00
66

05
16
■
00
19

05
13
■
00
18

01
77
±
00
16

00
07
■
00
15

00
30
■
00
05

04
31
■
00
10

奥
尻
島
・
幌
内
川

02
85
■
00
26

00
87
■
00
05

01
93
■
00
32

83
4±
01
82

20
43
■
02
24

14
75
■
02
07

02
69
■
00
68

00
85
■
01
03
1
00
31
■
00
04

03
47
■
00
11

隔 脂 ‐
森 匡

県
森
青

折
腰
内

01
90
■
00
15

00
75
±
00
03

00
40
■
00
08

57
5±
00
66

12
41
±
00
46

03
18
■
00
14

01
41
■
00
33

00
76
±
00
21

00
24
■
00
02

03
48
±
00
10

出
来
島

03
46
±
00
22

01
32
±
00
07

02
31
■
00
19

26
8■
00
85

08
65
■
00
44

11
0
6■
00
56

03
99
■
00
38

01
79
■
00
31

00
38
±
00
03

04
99
■
00
13

六
角
沢

00
80
■
00
08

00
97
±
00
11

00
13
と
00
02

06
97
■
00
21

01
23
±
00
08

00
02
■
00
02

00
64
±
00
07

00
35
■
00
04

00
26
■
00
02

03
79
■
00
10

八
森
山

00
77
■
00
05

00
98
±
00
03

00
13
■
00
02

07
01
■
00
18

01
34
■
00
05

00
02
■
00
02

00
70
±
00
05

00
34
■
00
06

00
27
■
00
05

03
84
±
00
09

戸
門
第
一
群

02
50
■
00
24

00
69
■
00
03

00
68
±
00
12

23
58
±
02
57

11
68
■
00
62

05
21
■
00
63

02
77
±
00
65

00
76
±
00
25

00
26
■
00
02

03
62
■
00
15

戸
門
第
二
群

00
84
■
00
06

01
04
±
00
04

00
13
■
00
02

06
91
■
00
21

01
23
■
00
06

00
02
■
00
02

00
69
±
00
10

00
33
■
00
05

00
25
■
00
02

03
69
■
00
07

鶴
ケ
坂

03
44
■
00
17

01
32
■
0

02
32
±
00
23

22
61
■
01
43

08
61
■
00
52

10
81
■
00
60

03
90
■
00
39

01
86
■
00
37

00
37
±
00
02

04
96
±
00
18

鷹
森
山

0
25
2■
0

00
68
■
00
09

00
79
■
00
33

25
48
±
01
31

11
49
■
00
69

05
68
■
01
08

02
88
■
00
37

00
49
■
00
36

00
28
±
00
05

03
83
■
00
18

下
湯
川

96
73
■
04
79

27
03
■
01
49

32
67
■
02
17

21
64
8±
15
00

00
90
■
00
21

17
08
■
01
02

01
55
■
00
15

01
69
±
00
31

00
53
±
00
42

08
58
±
00
88

大
釈
迦

02
53
±
00
16

00
67
■
00
08

00
77
■
00
29

25
19
±
01
48

11
47
±
00
65

05
58
■
00
87

02
86
■
00
35

00
47
■
00
40

00
28
±
00
03

03
85
■
00
18

黒
石

89
05
■
02
43

24
84
■
00
55

01
61
■
00
18

75
70
■
03
36

00
68
±
00
14

16
21
■
00
63

02
44
■
00
22

00
27
■
00
14

01
24
■
00
14

14
09
■
00
44

秋
田
県

男 鹿
金
ヶ
崎

02
94
■
00
09

00
87
■
00
04

02
20
■
00
18

16
44
±
00
81

14
93
±
00
81

09
30
■
00
43

02
87
±
00
39

00
98
■
00
40

00
29
±
00
02

03
68
■
00
08

脇
本

02
95
■
00
08

00
87
■
00
04

02
19
■
00
17

16
71
■
00
77

15
03
±
00
72

09
39
■
00
54

02
86
■
00
45

01
08
■
00
34

00
28
±
00
06

03
67
■
00
09

山
形
県

月
山

02
85
■
00
21

01
23
■
00
07

01
82
■
00
16

19
06
■
00
96

09
66
±
00
69

10
22
±
00
71

02
76
■
00
36

01
19
■
00
33

00
33
■
00
02

04
43
■
00
14

寒
河
江

03
85
■
00
08

01
16
■
00
05

00
49
■
00
17

18
06
±
00
54

05
80
±
00
25

04
41
■
00
23

02
12
■
00
20

00
56
■
00
15

00
33
±
00
03

04
60
■
00
10

岩
手
県

雫
石

06
36
■
00
33

01
87
■
00
12

00
52
■
00
07

17
64
±
00
61

03
05
±
00
16

04
31
±
00
21

02
09
±
00
16

00
45
■
00
14

00
41
■
00
03

05
94
■
00
14

折
居

06
15
■
00
55

01
80
■
00
16

00
58
■
00
07

17
51
■
00
62

03
06
±
00
33

04
21
■
00
51

02
28
±
00
79

00
45
■
00
11

00
41
±
00
05

05
94
■
00
55

花
泉

05
96
■
00
46

01
77
■
00
18

00
56
±
00
08

17
42
■
00
72

03
14
±
00
19

04
20
■
00
25

02
20
■
00
16

00
44
■
00
13

00
41
■
0
00
3
05
86
±
00
30
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表
1-
2 
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

原
産
地
原
石
群
名

分
析

個
数

元
素
比

Ca
/K

「
i/
K

Mn
/z
r

Fe
/

Rb
/Z
r

sr
/z
r

Y/
Zr

Nb
ノ
/Z
r

A1
/K

Si
/K

宮
城
県

湯
倉

21
74
■
00
68

03
49
±
00
17

00
57
±
00
05

25
44
±
0

01
16
■
00
09

06
58
■
00
24

01
38
■
00
15

00
20
■
00
13

00
73
■
00
03

09
56
■
00
40

塩
金

48
28
±
03
95

16
30
■
01
04

01
78
■
00
17

36
2±

1
01
68
■
00
18

12
98
■
00
63

01
55
■
00
16

00
37
■
00
18

00
77
■
00
02

07
20
■
00
32

栃
木
県

高
原
山

07
38
■
00
67

02
00
■
00
10

00
44
■
00
07

20
16
■
0

03
81
■
00
25

05
02
±
00
28

01
90
■
00
17

00
23
±
00
14

00
36
■
00
02

05
16
■
00
12

東
京
都

神
津
島
第
一
群

03
81
±
00
14

01
36
±
00
05

01
02
■
00
11

17
29
■
00
79

04
71
■
00
2'

06
89
■
00
37

02
47
■
00
21

00
90
■
00
26

00
36
■
00
03

05
04
■
00
12

神
津
島
第
二
群

03
17
±
00
16

01
20
■
00
08

01
14
■
00
14

18
33
■
00
69

06
15
±
00
39

06
56
±
00
50

03
03
±
00
34

01
07
■
00
26

00
33
■
00
02

04
71
■
00
09

長
根

40
03
18
■
00
20

01
20
±
0

01
13
±
0

18
05
±
00
96

06
14
■
00
36

06
64
■
00
45

02
91
■
00
29

00
93
■
00
39

00
34
■
00
06

04
76
±
00
12

神
奈
川
県

箱
根
・
笛
塚

67
65
■
02
54

22
19
■
00
57

02
28
■
00
19

92
82
■
06
22

00
48
■
00
17

17
57
■
00
61

02
52
■
0,
01
7
00
25
■
00
19

01
40
■
00
08

15
28
■
00
46

箱
根
・
畑
宿

20
56
±
00
64

06
69
■
00
19

00
76
■
00
07

29
12
■
01
04

00
62
■
00
07

06
80
■
00
29

02
02
■
00
11

00
11
■
0

00
80
■
00
05

11
26
と
00
31

鍛
冶
屋

16
63
■
00
71

03
81
■
00
19

00
56
■
00
07

21
39
±
00
97

00
73
±
00
08

06
29
■
00
25

01
54
圭
00
09

00
11
■
00
09

00
67
±
00
05

09
04
±
00
20

熱
海
峠

22
25
±
01
49

05
06
±
00
15

00
42
■
00
09

22
28
■
01
64

00
35
■
00
08

07
37
■
00
39

01
35
±
00
13

00
07
■
00
07

00
71
■
00
06

08
80
■
00
33

静
岡
県

上
多
賀

13
29
■
00
78

02
94
■
00
18

00
41
■
00
06

16
97
■
00
68

00
87
■
00
09

05
51
■
00
23

01
38
■
00
11

00
10
■
00
09

00
59
±
00
04

08
56
■
00
18

柏
峠
西

12
13
±
01
64

03
14
■
00
28

00
31
■
00
04

16
99
■
01
67

01
13
■
00
07

03
91
±
00
22

01
43
±
00
07

00
09
■
00
09

00
47
±
0
00
4
06
63
■
00
20

小
豆
峠

01
10
■
00
08

00
52
■
00
04

02
97
■
00
38

32
11
■
03
19

08
29
±
00
89

01
54
±
00
30

05
47
■
00
54

00
87
■
00
57

00
25
■
00
14

04
29
■
00
16

富
山
県
隔 畔

魚
津

02
78
±
00
12

00
65
■
00
03

00
64
±
00
13

20
13
±
01
19

08
78
■
00
52

05
99
■
00
39

01
90
■
00
29

00
77
■
00
33

00
31
±
00
04

03
53
±
00
12

二
上
山
第
一
群

03
19
■
00
17

01
13
■
00
06

00
40
±
00
08

17
20
■
00
80

07
40
■
00
52

06
65
±
00
29

01
21
■
00
26

00
47
■
00
31

00
15
■
00
14

03
92
■
00
18

二
上
山
第
二
群

07
10
■
00
17

02
02
±
00
08

00
54
■
00
11

19
94
■
01
52

04
13
±
00
28

08
40
■
00
50

01
18
■
00
25

00
51
■
00
31

00
20
■
00
20

05
99
■
00
24

二
上
山
第
二
群

04
41
■
00
52

01
08
■
00
14

00
79
■
00
21

22
51
±
01
38

07
94
■
01
55

12
22
■
00
88

01
27
■
00
41

00
67
■
00
53

00
15
±
00
14

04
12
±
00
25

長
野
県

霧
ケ
峰

01
56
■
00
10

00
68
■
00
03

01
01
■
00
18

33
1■
00
70

10
52
■
00
51

03
60
■
00
30

02
75
■
00
39

00
90
■
00
35

00
29
■
00
03

03
46
±
00
11

観
音
沢

01
59
■
00
10

00
69
■
00
02

01
00
■
00
19

32
4■
00
84

10
55
±
00
57

03
68
±
00
33

02
79
■
00
32

00
86
■
00
33

00
30
■
00
03

03
45
■
00
10

和
田
峠
第
一
群

01
67
±
0

00
49
■
00
08

01
17
■
00
11

34
6±
00
85

18
53
■
01
24

01
12
■
00
56

04
09
±
00
48

01
39
±
00
26

00
25
■
00
02

03
55
■
00
16

和
田
峠
第
二
群

17
01
46
■
00
03

00
32
■
00
03

01
51
■
00
10

46
1■
00
39

24
49
■
01
35

00
36
±
00
12

05
17
±
00
44

01
86
■
00
25

00
27
■
00
02

03
68
■
00
07

和
田
峠
第
二
群

02
48
■
00
48

00
64
■
00
12

01
14
■
00
11

52
0■
01
82

16
73
■
01
40

02
74
■
01
04

03
74
■
00
48

01
22
■
00
24

00
25
■
00
03

03
48
■
00
17

和
田
峠
第
四
群

01
44
■
00
17

00
63
■
00
04

00
94
±
00
09

37
3■
00
85

13
11
■
00
37

02
06
±
00
30

02
63
■
00
38

00
90
■
00
22

00
23
±
00
02

03
31
■
00
19

和
田
峠
第
五
群

01
76
■
0

00
75
±
00
10

00
73
■
00
11

28
2■
00
86

10
53
■
01
96

02
75
■
00
58

01
84
■
00
42

00
66
±
00
23

00
21
■
00
02

03
06
■
00
13

和
田
峠
第
六
群

01
56
■
00
11

00
55
±
00
05

00
95
■
00
12

33
3±
00
64

15
23
■
00
93

01
34
■
00
31

02
79
■
00
39

00
10
■
00
17

00
21
■
00
02

03
13
■
00
12

膊
山
・
和
田

01
38
■
00
04

00
42
±
00
02

01
23
■
00
10

25
9■
00
41

19
78
±
00
67

00
45
■
00
10

04
42
±
00
39

01
42
■
00
22

00
26
■
00
02

03
60
■
00
10

男
女
倉

02
23
■
00
26

01
02
■
00
10

00
59
■
00
08

16
9■
00
81

07
01
■
01
09

04
09
■
00
52

01
28
と
00
24

00
53
±
00
17

00
26
■
00
02

03
54
■
00
08

う
つ
ぎ
沢

02
22
±
00
14

00
99
■
00
06

00
58
±
00
08

18
9■
00
60

07
48
■
00
75

03
92
■
00
31

01
40
■
00
22

00
46
■
00
21

00
25
±
00
05

03
40
■
00
09

立
科

01
55
■
00
07

00
68
■
00
03

01
02
±
00
18

32
0■
0

10
33
±
00
63

03
62
±
00
30

02
85
■
00
35

01
04
±
00
40

00
30
■
00
03

03
56
■
00
11

麦
車
峠

02
74
■
00

01
36
■
00
10

0.
05
1■
00
12

39
7■
00
99

05
42
■
00
58

07
36
±
00
4習

01
10
■
00
24

00
43
■
00
17

00
31
±
00
03

03
83
■
00
13

双
子
池

02
52
■
00
2

01
29
■
00
07

00
59
■
00
10

63
0■
01
79

06
69
圭
00
52

08
02
■
00
58

01
11
■
0,
02
4
00
37
±
00
32

00
27
±
00
07

04
01
■
0

冷
山

02
67
■
00

01
34
■
00
06

00
48
■
00
13

38
2■
00
66

05
46
■
00
34

07
27
■
0

01
09
■
00
31

00
45
±
00
22

00
31
±
00
04

03
81
■
00
11

大
窪
沢

14
81
■
01

04
66
圭
00
21

00
42
±
00
06

00
5■
01
35

01
82
±
00
11

08
41
±
00
44

01
05
■
00
10

00
09
±
00
08

00
33
±
00
05

04
59
■
00
12

横
川

30
47
■
00
66

10
71
■
00
26

01
15
±
0

38
0■
03
66

01
58
■
00
16

08
33
±
00
40

01
86
■
00
15

0,
02
3■
00
12

00
45
■
00
05

05
13
■
00
21

新
潟
県

佐
渡
第
一
群

02
28
■
00
13

00
78
■
00
06

00
20
■
00
05

49
2■
00
79

08
21
±
00
47

02
88
■
00
18

01
42
■
00
18

00
49
■
00
17

00
24
■
00
04

03
38
■
00
13

佐
渡
第
二
群

02
63
■
00
32

00
97
■
00
18

00
20
■
00
06

50
1■
00
53

07
17
■
01
06

03
26
■
00
29

00
91
■
00
22

00
46
■
00
15

00
26
±
00
02

03
38
■
00
09

上
石
川

03
21
■
00
07

00
70
■
00
03

00
69
■
00
11

05
1■
00
70

09
81
■
00
42

07
73
■
00
34

01
82
■
00
23

00
38
■
00
27

00
26
■
00
07

03
59
±
00
09

板
山

02
32
±
00
11

00
68
■
00
03

01
69
■
00
17

17
8■
01
10

17
72
±
00
98

07
72
±
00
46

03
74
■
00
47

01
54
±
00
34

00
27
■
0,
00
2
03
59
±
00
09

大
白
川

05
69
■
00
12

01
42
±
00
07

00
33
■
00
06

60
8■
00
49

02
61
■
00
12

03
32
■
00
11

01
50
■
00
15

00
33
±
00
11

00
36
■
00
03

04
91
±
00
14

金
津

03
31
±
00
11

00
97
■
00
37

00
30
■
00
07

71
1■
00
66

06
18
±
00
27

02
83
■
00
12

01
81
■
00
16

00
35
■
00
18

00
27
±
00
00

04
02
■
00
12

羽
根
川

01
63
±
00
19

00
53
■
00
05

00
99
■
00
11

35
4■
00
58

16
15
■
00
63

00
84
■
00
12

03
09
■
00
36

01
00
±
00
28

00
23
±
00
07

03
40
■
00
30

石
川
県

比
那

03
70
±
00
14

00
87
■
00
04

00
60
■
00
09

26
99
■
01
67

06
39
■
00
28

05
34
±
00
23

01
72
■
00
28

00
52
±
0

00
32
■
00
02

03
96
±
00
17

福
井
県

安
島

04
07
■
00
07

01
23
■
00
05

00
38
±
00
06

62
8■
00
51

06
43
±
00
41

06
75
■
00
30

01
13
■
00
20

00
61
■
00
16

00
32
■
00
02

04
50
■
00
10

三
塁
山

03
50
■
00
18

01
23
■
00
08

00
36
±
00
06

56
1■
00
81

06
03
■
00
31

07
98
■
00
39

00
69
■
00
20

00
62
■
00
13

00
28
■
00
02

03
81
■
00
08

兵
庫
県

香
住
第
一
群

02
16
±
00
05

00
62
■
00
02

00
45
±
00
07

82
8■
00
56

08
83
■
00
34

02
65
±
00
12

00
97
■
00
21

01
39
■
00
18

00
24
■
00
07

03
65
■
00
08

香
住
第
二
群

雨
滝
(微
粒
集
)

02
78
±
00
12

01
00
■
00
04

00
48
±
00
09

76
4■
00
66

08
13
±
00
45

03
97
±
0

01
12
±
00
26

01
38
■
00
24

00
26
±
00
12

04
46
■
00
12

23
■
00
04

00
56
±
00
02

00
83
■
00
12

96
7■
00
61

11
71
±
00
40

01
57
■
00
13

01
83
■
00
44

02
21
±
00
21

00
26
■
00
25

03
16
±
00
06

島
根
県

カ
ロ
茂

66
±
00
06

00
93
■
00
08

00
14
■
00
03

89
9±
00
31

02
78
■
00
17

00
09
■
00
03

00
61
■
00
15

01
54
■
00
18

00
20
■
00
01

02
49
■
00
16

津
丼

I±
00
08

01
32
■
01
82

00
15
■
00
03

09
40
■
00
41

03
01
■
00
14

00
15
■
00
05

00
60
■
00
13

01
44
±
00
08

00
20
±
00
02

02
44
■
00
08

久
見

45
■
00
06

00
61
■
00
03

00
21
■
00
04

09
80
■
00
23

03
86
±
00
11

00
07
■
0

01
09
■
00
13

0
23
8■
0

00
23
■
00
02

03
15
±
00
06

岡
山
県

津
02
68
±
00
09

00
78
■
00
03

00
77
■
00
18

19
27
■
01
50

17
21
■
01
13

08
08
±
00
60

02
44
■
00
51

00
83
±
00
36

00
31
■
00
04

03
67
±
00
09
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表
1-
3 
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

原
産
地
原
石
群
名

析 数

分 個
元
素
比

Ca
/K

TI
/K

Mn
/z
r

Fe
/Z

Rb
/Z
r

S
rッ
/Z
r

Yッ
/Z
r

Nb
/Z
r

A1
/K

Si
/K

香
川
県

奥
池
第
一
帯

20
2±
00
77

01
41
■
00
10

00
32
■
00
08

31
26
±
0

06
86
■
00
65

35
0■
00
82

00
26
■
00
26

00
65
■
0

00
41
■
00
04

05
07
±
00
11

興
池
第
二
群

58
5■
01
26

01
94
■
00
18

00
35
■
00
07

28
60
■
0

04
23
■
00
58

04
4■
00
77

00
24
■
00
19

00
42
■
00
13

00
45
±
00
04

05
07
■
00
13

雄
山

22
4■
00
31

01
44
■
00
11

00
35
■
00
12

31
38
■
0

06
69
■
00
78

33
5±
00
91

00
23
■
00
27

00
61
■
00
20

00
41
■
00
03

0,
50
0■
00
12

神
谷
・
南
山

18
6±
00
57

01
43
■
00
08

00
38
±
00
12

32
02
■
0

07
07
■
00
61

38
6■
00
88

00
29
±
00
25

00
73
■
00
21

00
41
±
00
05

05
00
■
00
14

大
麻
山
南
第
一
群

46
7■
01
20

02
03
■
00
23

00
42
■
00
09

31
25
±
0

04
94
±
0,
08
0

01
0■
00
73

00
38
■
00
23

00
47
■
0

00
41
■
00
03

04
87
±
00
16

大
麻
山
南
第
二
群

01
8±
00
43

01
16
■
00
12

00
43
■
00
14

33
05
±
0

08
95
±
00
48

25
6±
00
50

00
29
■
00
30

00
72
±
00
18

00
38
■
00
04

04
76
■
00
12

福
岡
県

八
女
昭
和
溜
池

02
61
■
00
10

02
11
■
00
07

00
33
■
00
03

07
98
■
00
27

03
26
■
00
13

02
83
■
00
15

00
71
■
00
09

00
34
±
00
08

00
24
±
00
06

02
79
■
00
09

佐
賀
県

中
野
第
一
群

02
67
±
00
07

00
87
±
00
03

00
27
■
00
05

16
19
±
00
83

06
28
±
00
28

03
48
±
00
15

01
03
■
0

00
75
■
0

00
23
■
00
07

03
21
±
00
11

中
野
第
二
群

03
45
■
00
07

01
04
±
00
03

00
27
±
00
05

15
35
±
00
39

04
55
±
00
17

03
97
■
00
14

00
69
■
00
16

00
59
■
00
14

00
26
±
00
08

03
28
±
00
08

梅
野

06
57
■
00
14

02
02
±
00
06

00
71
■
00
13

42
39
±
02
05

04
6±
00
65

12
6
9■
00
58

01
04
■
00
32

03
80
■
00
47

00
28
■
00
05

03
45
±
00
09

腰
岳

02
11
■
00
09

00
31
±
00
05

00
75
■
00
19

25
72
■
02
12

60
0■
00
86

04
14
■
00
42

03
11
■
00
46

02
56
■
00
43

00
25
■
00
02

03
35
±
00
08

椎
葉
川

04
14
±
00
09

00
71
■
00
03

01
01
■
00
17

29
47
■
01
42

25
3±
00
81

20
15
■
00
99

01
47
■
00
35

02
55
■
00
40

00
30
■
00
07

03
88
■
00
09

松
尾
第
一
群

06
00
■
00
67

01
53
■
00
29

01
25
±
00
18

46
92
■
03
69

17
0■
01
14

20
23
■
01
22

01
71
■
00
32

02
55
■
00
37

00
32
■
00
03

03
76
±
00
08

松
尾
第
二
群

09
53
■
00
27

03
07
■
00
10

01
26
■
0

66
66
■
03
42

08
56
■
00
70

19
07
■
O 
H9

01
47
±
00
29

01
94
±
00
28

00
33
■
00
08

03
83
■
00
10

Ｌ 解 酵 Ｌ

大
分
県

観
音
崎

02
23
±
00
10

00
46
■
00
05

04
09
■
00
86

66
91
■
08
78

18
05
±
02
57

15
62
■
02
31

03
44
■
00
87

05
79
■
01
26

00
39
■
00
03

04
00
±
00
11

両
瀬
第
一
群

02
26
±
00
11

00
45
±
00
03

04
11
±
00
66

67
43
■
09
00

18
45
■
02
86

15
5
3■
02
30

03
18
■
00
87

05
60
■
01
44

00
38
■
00
04

04
01
■
00
12

ホ
両
瀬
第
二
群

06
49
■
00
44

01
41
■
00
10

01
86
■
0
04
6
43
55
±
06
83

06
10
■
00
95

30
17
■
04
59

01
42
■
00
50

01
88
■
00
56

00
41
±
00
04

04
27
±
00
14

ホ
両
瀬
第
二
群

10
38
■
01
31

02
11
■
00
24

01
10
■
00
27

33
67
■
06
17

03
11
■
00
58

37
5
6±
06
68

01
05
■
00
30

00
94
■
00
37

00
42
±
00
07

04
42
±
00
21

*オ
イ
崎

10
59
■
01
43

02
14
■
00
30

01
20
■
00
43

35
98
±
10
35

03
35
±
01
06

40
00
■
11
62

01
18
■
00
48

00
92
±
00
36

00
44
■
00
04

04
49
■
00
18

*稲
積

06
80
■
00
61

01
45
■
00
13

01
68
±
00
37

43
97
■
07
76

06
12
■
00
05

30
80
■
0

01
47
■
00
46

01
94
■
00
60

00
41
±
00
05

04
31
±
00
15

塚
瀬

03
13
■
00
23

01
27
±
00
09

00
65
±
00
10

48
9■
01
24

06
00
■
00
51

06
86
■
00
82

01
75
■
00
18

01
02
■
00
20

00
28
±
00
02

03
71
■
00
09

荻
台
地

16
15
±
00
42

06
70
■
00
13

00
96
■
00
08

50
9■
02
69

02
84
±
00
31

15
26
■
00
53

00
97
■
00
16

00
32
±
00
18

00
32
■
00
05

03
10
■
00
11

緒
方
下
尾
平

82
±
00
36

02
86
±
00
15

00
51
±
00
08

36
1■
00
95

03
03
■
00
19

07
1
2■
00
43

00
89
■
00
18

00
55
■
00
21

00
12
■
00
10

02
88
■
00
16

踵

長
崎
県

久
喜
ノ
辻

72
■
00
00

00
66
±
00
02

00
30
±
00
05

17
6■
00
43

03
85
■
00
12

00
11
■
00
04

01
35
■
00
18

03
54
■
00
14

00
23
■
00
02

02
76
±
00
07

君
ケ
浦

74
■
00
07

00
65
■
00
02

00
33
と
00
06

17
4±
00
35

03
89
■
00
12

00
13
■
00
05

01
29
■
00
14

03
56
±
00
12

00
23
■
00
03

02
75
±
00
08

角
川

46
■
00
09

00
38
■
00
02

00
59
±
00
09

69
1■
01
00

72
6±
00
85

00
35
■
00
08

03
44
■
00
40

07
17
■
00
47

00
23
■
00
02

03
38
±
00
10

貝
畑

35
±
00
10

00
37
■
00
02

00
56
■
0

74
6±
00
73

83
4±
00
64

00
2
2■
0,
01
3
03
34
■
00
46

07
14
±
00
40

00
21
■
0

03
39
■
00
15

松
浦
第
一
群

02
15
■
00
18

00
32
■
00
08

00
72
■
00
16

25
54
±
01
81

53
8±
01
76

04
29
■
00
26

02
71
■
00
64

02
54
±
00
46

00
25
■
00
02

03
40
■
00
06

松
浦
第
二
群

17
01
83
■
00
11

00
31
■
00
05

00
71
■
00
24

22
38
■
03
19

52
3■
01
93

03
09
■
00
83

02
44
■
00
74

02
04
■
00
49

00
24
■
00
02

03
37
■
00
10

松
浦
第
二
群

02
49
■
00
23

00
62
■
00
06

00
51
■
0

93
6■
02
31

08
56
■
01
12

04
05
■
00
93

01
48
■
00
52

01
39
■
00
31

00
25
±
00
02

03
33
■
00
14

松
浦
第
四
群

02
34
■
00
22

00
66
■
00
08

00
45
■
0

89
0■
01
57

07
74
■
01
79

04
54
■
00
36

01
20
■
00
44

01
32
■
00
36

00
26
±
00
02

03
43
■
00
10

淀
姫

03
34
■
0

00
80
■
00
04

00
44
±
00
09

74
4■
00
69

05
33
■
00
30

04
85
■
00
39

00
94
±
00
22

01
19
■
00
17

00
27
■
00
02

03
53
■
00
11

中
町
第
一
群

02
43
■
00
19

00
59
±
00
07

00
57
±
00
15

84
9±
01
04

08
11
■
00
89

03
98
■
00
28

0
35
±
00
35

01
47
■
00
23

00
26
±
00
02

03
45
■
00
09

中
町
第
二
群

17
03
22
■
00
34

00
81
■
00
15

00
45
±
00
11

78
8±
01
08

06
54
±
00
85

04
85
■
00
42

0
18
■
00
25

00
99
±
00
16

00
26
■
00
02

03
38
■
00
15

吉
里
第
一
群

02
02
■
00
12

00
29
■
00
04

00
76
±
00
81

62
8■
02
14

16
95
■
01
46

04
03
■
00
60

19
■
00
73

02
33
■
00
74

00
30
■
00
03

03
42
■
00
11

古
里
第
二
群

04
23
■
00
16

00
75
■
00
07

00
89
■
00
17

27
97
■
02
74

11
48
■
01
33

18
1
4±
01
92

0
03
と
00
60

02
08
■
00
53

00
34
■
00
03

03
67
±
00
09

吉
里
第
二
群

02
65
■
00
32

00
64
■
00
09

00
46
■
00
10

19
31
±
01
43

07
99
■
01
10

04
33
■
00
49

0
22
■
00
41

01
19
±
00
44

00
31
±
00
03

03
47
■
00
10

松
岳

01
94
■
00
09

00
54
■
00
05

00
40
■
00
08

16
86
±
01
14

03
33
■
00
58

02
5
1■
00
25

0
92
■
00
32

01
24
±
00
39

00
18
■
00
11

03
31
■
00
17

大
崎

01
76
■
0

00
53
■
00
02

00
41
■
00
12

17
10
±
00
81

09
12
±
00
36

01
81
■
0,
02
2
02
02
■
00
29

01
33
±
00
24

00
23
■
00
02

03
19
■
00
10

熊
本
県

小
国

03
17
■
00
23

01
27
±
00
05

00
63
■
00
07

14
41
■
00
70

06
11
■
00
32

07
0
3±
0,
04
4
01
75
■
02
33

00
97
±
00
17

00
23
■
00
02

03
20
■
00
07

南
関

02
61
■
00
16

02
14
±
00
07

00
34
■
00
03

07
88
■
00
33

03
26
±
00
12

02
78
■
00
15

00
69
■
00
12

00
31
±
00
09

00
21
■
00
02

02
43
■
00
08

轟
02
58
■
00
09

02
14
±
00
06

00
33
■
00
05

07
94
■
00
78

03
29
■
00
17

02
7
5■
00
10

00
66
■
00
11

00
33
±
00
09

00
20
■
00
03

02
43
■
00
08

大
柿

15
34
■
01
39

06
65
±
00
35

00
76
■
00
08

44
94
■
04
60

02
47
■
00
14

12
36
±
00
92

00
90
■
00
18

00
41
■
00
12

00
30
±
00
03

02
92
■
00
10

冠
ケ
岳

02
61
±
00
12

02
11
■
00
08

00
32
■
0

07
80
■
00
38

03
24
±
00
11

02
79
■
00
17

00
64
±
00
11

00
37
■
00
06

00
25
±
00
02

02
77
■
00
09

滝
室
坂

15
99
■
01
07

07
22
■
00
46

00
85
±
00
11

62
05
■
03
05

02
56
±
00
18

11
54
±
00
55

01
03
■
00
14

00
47
±
00
13

00
27
■
00
04

02
47
■
00
16

箱
石
峠

07
91
■
00
82

02
79
±
00
09

00
45
■
00
05

12
08
±
00
23

02
79
±
00
18

08
11
■
00
46

00
46
±
00
12

00
29
■
00
14

00
31
■
00
09

03
66
±
00
33

長
谷
峠

16
68
±
01
65

06
94
■
00
36

00
80
±
00
10

49
77
■
05
87

02
53
■
00
15

13
35
±
01
04

00
08
■
00
16

00
40
■
00
08

00
31
■
0

02
95
■
00
12

五
ヶ
瀬
川

14
71
■
01
36

06
02
■
00
41

00
78
±
00
11

48
38
■
06
34

02
52
±
00
16

12
88
■
01
24

01
01
■
00
14

00
43
±
00
13

00
27
■
00
03

02
65
■
00
20

御
船

15
58
■
01
46

06
51
■
00
30

00
75
■
00
11

45
71
■
05
72

02
57
■
00
16

12
5
2±
01
12

00
91
■
00
16

00
40
■
00
09

00
30
±
00
04

02
91
±
00
10

白
浜

02
08
■
00
21

01
01
■
00
09

00
24
■
00
06

13
82
■
00
86

10
21
■
00
99

03
5
1±
00
37

01
62
■
00
27

00
27
±
00
22

00
22
圭
00
07

03
17
±
00
09

桑
ノ
木
津
留
第
一
群

02
07
■
00
15

00
94
±
00
06

00
70
■
00
09

15
21
■
00
75

1 
08
04
0 
04
8
04
18
■
0

02
66
■
00
34

00
63
と
00
24

00
20
■
00
03

03
14
±
00
11



表
1-
4 
各
黒
曜
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

原
産
地
原
石
群
名

析 数

分 個

元
素
比

Ca
/K

Ti
/K

Mn
/z
r

Fe
/Z
r

Rb
/Z
r

sr
/z
r

Y/
Zr

Nb
/Z
r

A1
/K

Si
/K

宮
崎
県

桑
ノ
木
津
留
第
二
群

02
61
■
00
15

00
94
■
00
06

00
66
±
00
10

17
43
■
00
05

12
42
■
00
60

07
53
■
00
39

02
05
■
00
29

00
47
■
00
36

00
22
■
00
02

03
23
■
00
19

霧
島

35
15
8±
11
18

50
01
±
01
75

00
41
■
00
02

00
38
■
00
02

00
09
±
00
04

01
55
■
00
05

00
35
±
00
19

00
00
■
00
00

00
35
±
00
19

04
46
±
00
22

鹿
児
島
県

間
根
ケ
平
第
一
群

01
86
■
00
10

00
83
■
00
05

00
47
■
00
08

61
1±
00
79

00
48
±
00
55

03
40
■
00
32

02
81
±
00
31

00
41
■
00
32

00
22
■
00
08

03
58
±
00
14

間
根
ケ
平
第
二
群

02
47
■
00
18

01
06
±
00
06

00
47
±
00
08

48
8■
00
74

07
68
■
00
34

04
28
±
00
49

02
35
■
00
20

00
39
■
00
27

00
24
■
00
08

03
78
■
00
13

間
根
ケ
平
第
二
群

05
84
■
00
12

01
76
と
00
05

00
37
■
00
07

48
4■
00
97

04
49
■
00
31

06
75
■
00
49

01
43
±
00
23

00
36
■
00
22

00
23
■
00
14

03
90
±
00
19

日
東

02
62
■
00
18

01
43
■
00
06

00
22
■
00
04

17
8■
00
40

07
12
■
00
28

04
08
±
00
25

01
00
■
00
18

00
29
±
00
13

00
19
■
00
01

02
75
■
00
06

五
女
木

02
66
±
00
21

01
40
■
00
06

00
19
■
00
03

17
0■
00
64

07
05
■
00
27

0
40
5■
00
21

01
08
■
00
15

00
28
と
00
13

00
19
±
00
01

02
75
■
00
06

上
牛
鼻

16
29
■
00
98

08
04
■
00
37

00
53
±
00
06

33
42
±
02
15

01
88
■
00
13

11
05
±
00
56

00
87
■
00
09

00
22
■
00
00

00
36
■
00
02

03
91
±
00
11

平
木
場

19
44
■
00
54

09
12
■
00
28

00
62
■
00
06

97
5■
01
82

01
84
■
00
11

12
66
■
00
49

00
03
±
00
10

00
21
■
00
10

00
38
■
00
03

04
08
■
00
10

電
ケ
水

05
33
■
00
29

01
67
■
00
06

00
61
■
00
13

49
4■
00
03

06
11
±
00
39

06
88
■
00
52

01
27
■
00
23

00
69
±
00
22

00
33
■
00
03

04
94
■
00
11

長
谷

05
53
■
00
32

01
37
■
00
06

00
65
■
00
10

81
5■
00
62

06
44
■
00
28

05
53
■
00
29

01
46
■
00
21

00
66
■
00
20

00
37
■
00
03

05
24
■
00
12

台
湾

台
東
山
脈

05
10
■
00
10

01
98
■
00
07

00
38
■
00
07

86
2■
00
79

03
53
■
00
19

05
19
■
00
17

01
23
■
00
12

00
24
■
00
17

00
29
■
00
07

04
07
±
00
10

ロ
シ
ア

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ

04
73
■
00
12

01
66
■
00
07

00
46
■
00
07

57
2■
00
59

01
99
■
00
11

0.
49
7■
00
16

01
26
■
00
11

00
09
■
00
14

00
39
■
00
10

04
60
と
00
30

北
朝
鮮

自
頭
山
灰
皿

01
54
■
00
09

00
67
■
00
03

00
18
■
00
05

08
1■
00
28

05
30
±
00
13

00
81
■
00
08

01
51
■
00
15

03
38
■
00
12

00
27
■
00
03

03
06
±
00
08

― ― い 働 ― ―



表
1-
5 
黒
曜
石
製
遺
物
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

| 0 |

原
産
地
原
石
辞
名

分
析

個
数

一 死
比

Ca
ッ
/K

Ti
/K

Mn
ッ
/z
r

Fe
/Z
r

Rb
ッ
/Z
r

sr
/z
I

Y/
Zr

Nb
/Z
r

A1
/K

Si
/K

北
海
道

HS
l遺
物
群

02
41
■
00
21

01
07
■
00
05

00
18
■
00
06

12
96
±
00
77

04
30
■
00
16

01
53
±
00
09

01
40
■
00
15

00
08
±
00
13

00
18
■
0

03
25
■
00
42

HS
2遺
物
群

04
53
■
00
11

01
35
■
00
08

00
41
■
00
08

17
65
■
00
75

04
48
■
00
21

04
19
■
00
19

01
30
■
00
15

00
15
■
00
19

00
34
■
00
10

05
00
±
00
15

FR
l遺
物
群

06
43
±
00
12

01
24
±
00
08

00
52
■
00
07

25
47
±
01
43

05
30
■
00
32

06
89
■
00
32

01
56
■
00
15

00
04
±
00
08

00
29
■
00
11

04
07
■
00
47

FR
2遺
物
群

05
35
±
00
61

01
06
■
00
12

00
53
■
00
09

25
45
■
01
38

05
57
■
00
51

06
85
■
00
29

01
65
■
00
21

00
16
±
00
22

00
27
■
00
09

03
73
■
00
43

FR
3遺
物
群

03
80
■
00
37

00
84
±
00
07

00
52
■
00
09

25
48
■
01
45

05
86
■
00
56

06
81
■
00
33

01
64
■
00
2,

00
17
■
00
23

00
23
■
00
06

02
92
■
00
37

FR
4遺
物
群

02
61
■
00
43

00
'4
±
00
10

00
51
■
00
08

25
00
■
01
17

06
39
■
00
57

06
79
■
00
32

01
55
■
00
21

00
09
■
00
17

00
18
■
00
08

02
58
■
00
36

FH
l遺
物
群

08
98
■
00
32

02
21
■
00
07

00
54
■
00
06

25
40
■
01
01

04
26
■
00
18

08
02
■
00
23

01
09
±
00
13

00
17
±
00
21

00
37
±
00
03

04
47
±
00
11

KT
l遺
物
群

11
03
■
00
50

01
46
■
00
07

00
81
■
00
08

29
42
■
01
33

03
14
±
00
53

07
75
±
00
82

01
33
■
00
16

00
19
±
00
21

00
43
■
00
07

05
16
■
00
15

KT
2遺
物
群

09
59
■
00
27

01
54
■
00
05

00
85
■
00
10

28
82
■
00
92

05
42
■
00
28

11
11
■
00
40

01
07
±
00
15

00
12
■
00
16

00
42
■
00
08

05
19
■
00
10

KS
l遺
物
群

02
75
■
00
07

01
07
■
00
05

00
47
■
00
10

17
51
■
00
51

08
36
±
00
38

04
68
■
00
21

01
80
■
00
19

00
23
±
00
28

00
25
■
00
07

03
45
■
00
10

KS
2遺
物
群

02
44
■
00
11

00
70
■
00
04

00
56
■
00
13

17
49
■
0

10
80
■
01
08

04
24
■
00
36

03
27
■
00
42

00
87
■
00
31

00
23
■
00
11

03
79
■
00
11

KS
3遺
物
群

01
64
■
00
08

00
41
■
00
02

00
80
±
00
13

25
65
■
0

14
60
■
00
57

01
62
■
00
19

03
89
■
00
42

00
69
■
00
28

00
24
■
00
02

03
37
■
00
15

K1
9遺
物
群

01
85
±
00
07

00
49
■
00
03

00
81
±
00
13

21
62
■
0

10
31
■
00
41

04
35
■
00
25

02
63
±
00
28

00
50
■
00
19

00
23
■
00
02

02
60
■
00
09

N1
29
遺
揚
群

54
45
■
01
22

23
01
■
00
74

02
07
■
00
24

13
42
2■

1
01
51
■
00
18

18
39
±
01
34

02
07
■
00
22

00
07
と
00
11

00
69
■
00
06

06
22
■
00
21

青
森
県

HY
遺
物
群

02
38
■
00
11

01
31
±
00
06

00
48
■
00
08

63
6■
00
66

04
18
■
00
28

14
41
■
00
15

04
82
■
00
24

00
29
■
00
28

00
20
■
00
15

04
81
■
00
68

SN
l遺
物
群

02
87
■
00
06

00
87
■
00
04

00
33
■
00
05

59
7■
00
37

02
44
■
00
11

02
58
■
00
11

02
81
■
00
12

00
09
■
00
12

00
21
■
00
06

03
29
■
00
06

SN
2遺
物
辞

02
09
■
00
06

01
16
■
00
06

00
76
■
00
08

57
1■
00
82

07
16
±
00
35

02
92
±
00
17

02
64
■
00
29

00
28
±
00
30

00
23
■
00
09

03
83
■
00
15

秋
田
県

KN
遺
揚
群

03
51
■
00
11

01
21
■
00
06

00
53
■
00
07

58
1■
00
71

03
47
■
00
20

02
19
■
00
14

02
16
■
00
15

00
54
±
00
17

00
29
■
00
11

04
75
■
00
40

TB
遺
物
群

02
52
■
00
14

01
13
±
00
07

01
24
■
00
15

80
5■
00
88

08
75
±
00
56

06
63
■
00
38

02
72
■
00
29

00
83
■
00
37

00
26
■
00
08

03
78
■
00
21

HR
遺
物
群

02
59
■
00
08

00
93
■
00
03

00
67
■
00
11

05
5■
00
67

07
41
■
00
28

02
93
■
00
16

03
31
■
00
21

00
64
■
00
19

00
36
■
00
03

04
44
■
00
10

岩
手
県

Al
l遺
物
群

15
19
■
00
26

02
77
■
00
10

00
78
±
00
06

28
40
■
00
73

01
67
■
00
10

03
26
±
00
17

02
51
■
00
13

0
00
9■
0

00
58
■
00
17

09
29
■
00
24

A1
2遺
物
群

31
41
■
00
74

05
52
■
00
21

00
80
■
00
08

27
52
±
00
62

00
94
■
00
09

07
16
±
00
19

02
42
■
00
11

00
08
±
00
14

00
83
■
00
29

13
53
±
00
49

A1
3遺
物
群

09
50
■
00
13

02
15
■
00
04

01
17
■
00
09

43
06
■
01
00

01
14
■
00
08

0
90
9■
00
28

02
48
■
00
12

00
14
■
00
16

00
28
■
00
06

03
60
■
00
09

A1
4遺
物
群

18
50
■
00
59

04
74
■
00
25

00
67
■
00
07

20
55
■
00
77

00
83
■
00
06

0
53
1■
00
30

01
77
■
00
10

00
11
■
00
13

00
64
■
00
25

10
61
■
01
05

A1
5遺
物
群

31
67
■
00
92

06
96
■
00
27

01
01
■
00
09

37
87
■
01
08

01
14
■
0

08
92
■
00
26

02
41
■
00
12

00
06
■
00
12

00
91
■
00
20

12
34
■
00
52

FS
遣
物
群

02
72
■
00
90

00
07
■
00
29

00
53
■
00
07

17
91
■
00
83

03
27
■
00
19

04
53
±
00
24

02
07
■
00
18

00
29
■
00
27

00
17
■
0

03
39
■
00
11

SD
遺
物
群

29
00
■
00
50

07
41
■
00
16

01
18
■
00
10

39
22
■
00
77

01
17
■
00
12

00
06
■
00
26

02
46
■
00
13

00
08
±
00
17

00
83
■
00
13

11
95
■
00
29

新
潟
県

AC
l遺
物
群

04
79
■
00
14

01
92
■
00
06

00
54
■
00
08

15
61
±
00
75

04
00
■
00
17

04
40
■
00
10

01
69
■
00
19

00
61
±
00
15

00
33
■
00
05

04
27
±
00
16

AC
2遺
物
群

02
51
■
00
07

00
81
■
00
03

01
12
■
00
13

20
81
■
00
76

09
04
■
00
35

04
06
■
00
20

04
09
■
00
24

01
08
■
00
23

00
36
■
00
03

04
19
■
00
07

AC
3遺
物
群

06
57
■
00
16

01
44
■
00
05

00
83
■
00
10

18
91
■
00
51

02
02
■
00
10

03
81
■
00
17

02
86
■
00
18

00
41
■
00
12

00
49
■
00
05

06
16
■
00
13

IN
 l
遺
物
群

03
26
±
00
12

00
78
■
00
04

00
66
■
00
10

20
56
■
01
77

00
01
■
00
48

07
51
■
00
45

01
72
■
00
30

00
68
±
00
16

00
28
■
00
30

03
38
■
00
07

IN
 2
遺
物
群

07
45
±
00

01
10
±
00
04

01
40
±
00
15

31
76
±
02
12

07
28
■
00
39

15
82
±
00
80

01
04
■
00
30

00
38
■
00
13

00
36
±
00
03

03
96
±
00
10

長
野
県

NK
遣
物
群

05
66
±
00

01
63
■
00
07

00
86
■
00
11

18
22
■
00
84

04
67
圭
00
31

16
91
■
00
64

01
02
±
00
21

00
41
■
00
28

00
38
■
00
03

05
00
■
00
14

山
口
県

YM
遺
物
群

03
81
■
00
16

01
38
■
00
05

00
38
■
00
12

16
11
■
01
02

07
21
と
00
39

04
97
■
00
26

01
23
■
00
22

00
47
■
00
16

00
23
±
00
03

03
31
■
00
13

NM
遺
物
群

03
30
±
00
10

01
03
±
00
03

00
42
■
00
12

17
51
■
00
83

10
48
■
00
57

05
18
■
00
34

01
96
■
00
37

00
58
■
00
18

00
22
■
00
03

03
26
■
00
11

MK
-1
遺
物
群

00
87
■
00
08

00
59
■
00
02

00
10
■
00
03

06
77
±
00
23

03
70
■
00
97

00
06
±
00
02

01
25
■
00
12

02
92
■
00
10

00
22
■
00
02

03
37
■
00
10

MK
-2
慣
物
離

02
58
±
00
10

00
26
■
00
02

00
55
±
00
18

17
45
■
01
21

11
49
■
00
92

02
97
±
00
29

02
02
±
00
37

01
77
■
00
22

00
21
■
00
02

02
68
■
00
07
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表
1-
6 
黒
曜
石
製
遺
物
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

原
産
地
原
石
群
名

分
析

個
数

元
素
比

Ca
/K

Ti
/K

Mn
/z
r

Fe
/Z
r

Rb
/Z
r

Sr
/Z
r

Y/
Zr

Nb
/Z
r

A1
/K

Si
/K

大
分
県

I遺
物
群

07
94
±
00
70

02
02
■
00
09

00
61
■
00
13

17
74
■
01
32

03
80
■
00
30

13
50
■
00
96

00
76
■
00
32

00
79
■
00
22

00
40
■
00
04

04
34
■
00
15

宮
崎
県

HB
l遺
物
群

01
97
■
00
35

07
54
±
00
55

00
98
±
00
42

70
99
■
08
44

04
34
■
00
62

09
75
■
01
30

03
68
±
00
79

01
26
■
00
79

00
93
■
00
22

63
12
■
05
25

HB
2遺
物
群

04
14
■
01
00

15
57
■
06
74

01
10
■
00
44

99
00
±
15
95

01
76
■
00
88

12
09
■
04
59

03
27
±
00
52

01
78
■
00
69

01
78
■
00
44

99
38
±
15
32

UT
l遺
物
群

02
97
■
00
13

01
07
±
00
05

00
53
■
00
10

16
38
■
01
04

10
12
■
00
56

07
36
±
00
39

01
68
■
0

00
34
■
00
28

00
24
■
00
11

03
90
■
00
14

KU
4遺
物
群

18
71
■
03
65

10
18
±
00
94

37
90
±
07
05

14
90
0■
40
08

06
73
■
00
81

20
43
■
02
33

07
52
■
00
79

00
56
■
00
45

00
90
■
00
17

43
02
±
02
46

鹿
児
島
県

KH
遺
物
群

03
83
■
00
12

01
01
■
00
05

00
61
■
00
24

19
13
■
01
58

09
85
■
00
57

05
27
■
00
38

01
97
■
00
30

00
79
■
00
28

00
28
±
00
02

04
09
■
00
09

K1
2遺
物
群

04
02
■
00
15

01
46
■
00
08

00
60
±
00
17

15
29
■
01
48

07
29
■
00
52

05
65
±
00
38

01
37
±
00
24

00
83
■
00
26

00
29
■
00
03

04
43
±
00
22

K1
3遺
物
群

15
45
±
01
54

05
57
■
00
45

00
74
■
00
11

37
46
■
04
55

02
84
■
00
18

07
83
±
00
44

01
06
±
00
21

00
25
■
00
11

00
47
■
00
06

04
99
±
00
21

SG
遺
物
群

16
68
■
00
34

07
78
■
00
38

00
82
■
00
10

41
06
■
02
22

02
02
■
00
14

06
99
■
00
25

01
33
■
00
13

00
15
■
00
19

00
27
■
00
21

05
53
■
00
33

OK
遺
物
群

13
71
■
00
74

06
87
±
00
25

00
61
■
00
08

31
09
■
01
61

02
02
■
00
12

05
79
■
00
27

01
22
±
00
14

00
09
±
0

00
27
■
00
18

05
18
■
00
21

KK
l遺
物
群

03
47
■
00
10

00
80
■
00
03

00
81
■
00
12

30
85
±
01
55

08
87
■
00
36

14
87
±
00
65

01
19
■
00
36

01
84
■
00
23

00
27
■
00
02

02
65
■
00
09

KK
2遺
物
群

05
21
■
00
12

01
22
■
00
04

00
76
■
00
13

31
25
■
02
22

08
77
±
00
48

15
00
■
00
74

01
09
■
00
34

01
87
±
00
23

00
35
±
00
04

03
59
■
00
10

HM
l遺
物
辞

06
83
±
00
24

08
61
■
00
21

00
63
■
00
13

86
78
±
06
63

06
42
■
00
39

07
39
±
00
54

01
27
■
00
34

00
65
■
00
18

00
37
■
00
05

02
82
■
00
08

HM
2遺
物
群

04
83
±
00
22

01
21
±
00
06

00
54
±
00
14

19
75
±
01
22

06
95
■
00
40

0
45
4■
00
34

01
91
±
00
28

00
58
■
00
28

00
34
■
00
06

04
74
±
00
16

ON
l遺
物
群

03
03
±
00
12

01
67
■
00
06

00
38
■
00
07

11
57
■
00
44

04
47
■
00
20

0
43
5±
00
16

01
26
■
00
25

00
39
±
00
16

00
32
■
00
04

03
76
■
00
12

ON
2遺
物
群

02
76
±
00
19

00
53
■
00
04

00
84
■
00
17

24
91
■
01
28

14
92
■
00
88

06
67
■
00
46

02
11
■
00
32

01
08
±
00
28

00
30
±
00
04

03
45
±
00
11

北
朝
鮮

会
寧
城
外
遺
跡
遺
物
群

01
35
±
00
12

00
62
■
00
06

00
17
■
00
03

11
18
±
00
51

05
85
■
00
36

0
06
8■
0

01
50
■
00
22

03
72
±
00
35

00
25
±
00
04

03
19
±
00
12

ロ
シ
ア

イ
リ
ス
タ
ヤ

18
88
8■
21
00

60
88
■
08
68

02
93
■
00
32
27
96
3■
26
08

00
55
■
00
17

2
71
6■
01
62

01
63
■
00
19

00
36
■
00
30

01
73
■
00
29

16
74
■
02
40

ミ ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
1

07
06
■
00
48

02
25
■
00
11

00
48
■
00
10

85
1と
01
80

02
46
±
00
14

0
75
2■
00
70

00
75
±
00
16

00
15
±
00
08

00
41
±
00
04

04
82
±
00
22

パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
2

07
17
■
00
18

02
69
■
00
06

00
31
■
00
06

60
4■
00
43

01
19
■
00
07

03
98
■
00
16

00
95
■
00
08

00
16
■
00
06

00
31
±
00
03

04
02
■
00
10

パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
3

03
84
■
00
08

00
97
■
00
04

00
43
■
00
07

64
2■
00
53

02
62
■
00
11

07
53
■
00
26

00
66
■
00
26

00
13
■
00
62

00
17
■
00
03

01
76
■
00
09

く ラ
ト
ウ
ン
カ
ー
4

01
41
■
00
07

00
74
±
00
03

00
29
■
00
04

06
9■
00
25

02
03
■
00
07

01
50
■
00
06

01
06
■
00
09

00
24
■
00
06

00
16
±
00
02

01
46
■
00
04

ナ
チ
キ

02
20
■
00
08

01
04
■
00
04

00
99
■
00
16

26
1■
00
62

06
08
■
00
28

05
00
■
00
26

01
22
■
00
30

00
64
■
00
23

00
24
■
00
03

03
40
■
00
06

ア
バ
チ
ヤ

02
55
■
00
07

01
60
■
00
05

00
29
±
00
04

12
1■
00
34

01
92
±
00
07

0
15
1±
00
08

01
06
■
00
09

00
24
±
00
07

00
26
■
00
03

03
03
±
00
07

標
準
試
料

」
G-
18
)

07
55
■
00
10

02
02
■
00
05

00
76
±
00
11

37
59
±
01
11

09
93
±
00
36

1
33
1■
00
46

02
51
■
00
27

01
05
±
00
17

00
28
±
00
02

03
42
±
00
04

M群
=桑
ノ
木
津
留
第
1群
、
F群
=U
T遺
物
群
、
H 
S2
群
=置
戸
・
置
戸
山
群
、
FR
2群
=ケ
シ
ョ
マ
ッ
プ
第
一
群
に
そ
れ
ぞ
れ
一
致
 
平
均
値
±
標
準
偏
差
値
、
*:
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩
、
NK
遺
物
群
:中
ッ
原
遺
跡
、
HY
遺
物
群
:日
和
山
遣

跡
、
SN
遺
物
群
:三
内
丸
山
遺
跡
出
上
、
KN
遺
物
群
:此
掛
沢
遺
跡
、
HS
遺
物
群
:北
進
遺
跡
、
KI
遺
物
群
:桐
木
遺
跡
、U
T遺
物
群
:内
屋
敷
遺
跡
、A
I遺
物
群
:相
ノ
沢
遺
跡
、F
S遺
物
群
:房
ノ
沢
遺
跡
、S
D遺
物
群
:下
舘
銅
屋
遺
跡
、
F

R遺
物
群
:東
麓
郷
1,
2遺
跡
、
FH
遺
物
群
:東
9線
8遺
跡
、
KT
遺
物
群
:北
区
1追
跡
、
KS
遺
物
群
:キ
ウ
ス
4遺
跡
A―
R地
区
、
SG
遺
物
群
:志
風
頭
遺
跡
、
OK
遺
物
群
:奥
名
野
遺
跡
、
TB
遺
物
群
:戸
平
川
遺
跡
、
NM
遺
物
群
:長
桝

遺
跡
、
MK
遺
物
群
:南
方
遺
跡
、
YM
遺
物
群
:南
方
、
藤
尾
、
岩
上
遺
跡
、
AC
l、
2、
3遺
物
群
:ア
チ
ャ
平
遺
跡
、
IN
l、
2遺
物
群
:岩
野
原
遺
跡
、
K1
9遺
物
群
:K
39
遺
跡
、
KK
l,
2遺
物
群
:計
志
加
里
遺
跡
、
HB
l,
2(
フ
リ
ン
ト
様
):

八
久
保
第
2追
跡
、
HR
遺
物
群
:堀
量
遺
跡
、
HM
遺
物
群
:春
ノ
山
遺
跡
、
KU
4(
硬
質
買
岩
様
):
久
木
野
遺
跡
、
ON
l,
2:
大
原
野
遺
跡
、
N1
29
1穂
香
遺
跡
な
ど
出
土
遺
物
の
産
地
不
明
の
原
石
群
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
付
近
:イ
リ
ス
タ
ヤ
遺

跡
、
南
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
:パ
ラ
ト
ウ
ン
カ
、
ナ
チ
キ
、
ア
バ
チ
ャ
遺
跡
。

a)
 :
 A
nd
o 
, 
Ku
ra
sa
wa
, 
H 
, 
Oh
mo
ri
,T
  
&T
ak
ed
a 
 E
  
(1
97
4)
  
19
74
  
co
mp
il
at
io
n 
of
 d
at
a 
on
 t
he
 G
」

S 
ge
oc
he
ni
ca
l 
re
fe
re
nc
e 
sa
mp
le
s 
JG
―
-l
 g
ra
no
di
or
it
e 
an
d 
JB
一
-l
 b
as
al
t 
 G
eo
ch
em
ic
al
 J
ou
rn
al
 V
。
1 
8,
  
17
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九州西北地域原産地地区名 (原石個数 )

原石群

腰  岳  群
淀  姫  群
古里第 一群

第 二群

第 二群

中町第 一群

第 二群

松 浦 第一群

第 二群

第 二群

第 四群

椎 葉 川 群

腰岳

(26)

100

100

淀姫

(44)

100

古里  古里
陸地  海岸
(66) (21)

37

中町  牟田
(44)    (46)

大石

(39)

33

51

権葉川

(59)

24

63

11

95     25

12      14

98     14

32

51

57     24

93     17

9

２

８８

６８

５７

５

５７

３３

２４

２４

８

　

６ ５

３３

２４

４８

2

91

80

2

６

　

８

　

８

　

３

　

１

　

９

　

３

２

１

２

３

５

４

３

０

６

９

４

９

４

２

表 2   九州西北地域原産地採取原石が各原石群に同定される割合の百分率 (%)

注 :同定確率を 1%以上に設定した。古里陸地で採取された原石 1個 (血 6)半J定例
=古里第1群 (62%)、松浦第1群 (37%)、 松浦第2群 (23%)、腰岳 (21%)が 1%以上で同定され
残 りの 125個 の原石群に対しては 1%以下の同定確率であった。古里陸地 (66個 )
の腰岳群 37%は 66個の中の 37%個 は腰岳群に 1%以上の同定確率で帰属される。
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表 3   小林市永野地区出土黒曜石製石器、石片の元素比分析結果

」G一
-1 :本

葉卿 *斗
――Ando.A., Kurasawa, H.,Ohmori, T.&Takeda, E. 1974  compilatiOn  of

data  on  the  G」 S  geochemical  reference  samples  JG-l  granodiorite  and

」B-l  basalt. びθοθ力αηJi c β′  J9prnaど , vOl. 8  175-192 (1974)

析
号

分
番

元    素    比

Ca/K   Ti/K   Mn/Zr   Fe/Zr    Rb/Zr    Sr/Zr    Y/Zr    Nb/Zr   AI/K     Si/K

81

8:

8:

8:

8:

8:

8:

8:

8:

8:

8:

8:

8:

8(

8(

[968

[969

[970

[971

[972

t973

!974

!975

1976

1977

_978

_979

980

)569

)576

0.229   0.096   0.069

0.207   0.094   0.069

0.224   0.050   0.383

0.249   0,143   0.023

0.250   0.141   0.022

0。 194   1.162   0.186

0.272   0.138   0.021

0.271   0,135   0,027

0,167   0.071    0,075

0.195    0.082    0.051

0.220   0.045   0.669

0.162   0,027   0.489

0.224   0.048   0.438

0,232   0.141    0.019

0.184   0.572   0.129

1.393   0.997   0.403

1.435    1.051   0.394

6.687   1.675    1,360

1.138   0.676   0.367

1.141   0.664   0.367

6.178   0.491    1.089

1.194    0.702    0.409

1.202   0.736   0.413

1.601    1.102   0.428

1.409   0,960   0.398

8.885   2.373   2.126

8.044    2.285    1.908

7.011    1.828   1.498

1.148    0.671    0.375

5.042   0.449   2.081

0.273   0.132

0。 278   0.082

0.340   0.636

0,088    0.040

0.127   0.040

0.220   0.168

0.078    0.057

0.111    0,032

0。 306   0.068

0。 268   0.079

0.309   0.717

0.408   0.602

0.399   0.715

0.123    0.037

0.210   0.352

0.025   0.317

0.027   0.323

0.040   0.422

0.026    0.302

0.024   0.313

0.166   14.491

0.024    0.311

0.024   0.310

0.025    0.296

0.032    0.333

0,041    0.426

0.031   0.310

0,039   0.401

0.026   0.312

0.138    9.958

」G-1 0,780    0.208    0.072    3.739    0.969    1.260    0.310    0,047    0.031    0.317
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回数

順番
原 石 産 地 (確率) 判  定

1 白浜 (5%),工女木 (2%),日 東 (0.6%) 白浜

五女木 (8%),日 東 (6%),白 浜 (1%) 日東・五女木

五女木 (45%),日 東 (24%),白 浜 (2%) 日東・五女木

4 工女木 (51%),日 東 (21%),白浜 (5%) 日東・工女木

5 日東 (9%),五女木 (5%),白 浜 (0.2%) 日東・工女木

6 日東 (67%),工女木 (62%) 日東・五女木

7 日東 (17%),工女木 (7%),自 浜 (2%) 日東・五女木

8 工女木 (45%),日東 (38%),白浜 (0。 7%) 日東・工女木

9 工女木 (53%),日 東 (40%),白 浜 (3%) 日東・五女木

日東(7%),工女木(6%) 日東・五女木

工女木 (47%),日 東 (26%) 日東・五女木

工女木 (65%),日東 (33%),白 浜 (1%) 日東・五女木

日東 (7%),工女木 (3%) 日東・五女木

日東 (34%),五女木 (25%),白 浜 (0。 1%) 日東・五女木

日東(52%),五女本(43%),自 浜(2%) 日東・工女木

日東 (50%),工女木 (37%),白 浜 (3%) 日東・工女木

日東 (54%),工女木 (40%),白 浜 (0,7%) 日東・五女木

日東 (10%),王女木 (10%),白 浜 (2%) 日東・五女木

原石 。遺物群の中で 0。 1%に達する産地なし

五女木(14%),白 浜(10%),日 東(3%) 日東・五女木

白浜(11%),五女木(7%),日東(5%) 白浜

原石・遺物群の中で 0.1%に達する産地なし

工女木 (4%),日 東 (2%),白 浜 (0。 7%) 日東・工女木

23回分析による原材産地推定結果 * 日東・五女木

表4 原石・遺物群 (表 1)の分類境界の組織を持つ
遺物 (4-596-2:81971番 )の 23回分析による産地判定例の結果

*:230個の原石 。遺物群で信頼限界は 0.1%以上を記した。
遺物は、帰属確率が高い産地の可能性が高いとして判定を行つた結果。
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１ ２ １

表
5 
永
野
地
区
出
土
の
黒
曜
石
製
石
器
、
剥
片
の
原
材
産
地
分
析
結
果

注
意
:近
年
産
地
分
析
を
行
う
所
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
判
定
根
拠
が
曖
味
に
も
関
わ
ら
ず
結
果
の
み
を
報
告
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
本
報
告
で
は
日
本
に
お
け
る
各
遺
跡
の
産
地
分
析
の
判
定
基
準
を
一
定
に
し
て
、
産
地
分
析
を
行
つ
て
い
ま
す
が
、
判
定

基
準
の
異
な
る
研
究
方
法
(土
器
様
式
の
基
準
も
研
究
方
法
で
異
な
る
よ
う
に
)に
も
関
わ
ら
ず
、
似
た
産
地
名
の
た
め
に
同
じ
結

果
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
全
く
関
係
(本
目
互
チ
ェ
ッ
ク
な
し
)あ
り
ま
せ
ん
。
本
研
究
結
果
に
連
続
さ
せ
る
に
は
本
研
究
法
で
再
分

析
が
必
要
で
す
。
本
報
告
の
分
析
結
果
を
考
古
学
資
料
と
す
る
場
合
に
は
常
に
同
じ
基
準
で
判
定
さ
れ
て
い
る
結
果
で
古
代
交
流
圏

な
ど
を
考
察
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【 観
音
崎
(3
1%
)】
:【
 
】
で
示
さ
れ
た
推
定
確
率
は
風
化
層
の
影
響
を
受
け
や
す
い
軽
元
素
(C
a/
K,
T土
/K
)の
軽
元
素
比
を
抜
い
て

判
定
を
行
つ
た
結
果
で
、
23
0個
の
原
石
・
遺
物
群
の
中
で
0.
1%
以
上
の
確
率
で
判
定
さ
れ
た
原
石
産
地
を
記
し
た
。

分
析
番
号
連
番
遺
物
番
号

地
区
名
原
石
産
地
(確
率
)

判
定

器
種

8
1

2区
桑
ノ
木
津
留
第
1群
(1
2%
)

桑
ノ
木
津
留

剥
片

8
96
9

2
2区

桑
ノ
木
津
留
第
1群
(8
8%
)

桑
ノ
木
津
留

剥
片

8
97
0

3
59
6-
1

2区
両
瀬
第
1群
(1
1%
),
観
音
崎
(4
%)

姫
島

石
鏃

8
4

59
6-
2

2区
日
東
(6
7%
),
 
五
女
木
(6
2%
)

日
東
・
五
女
木

剥
片

8
5

59
7

2区
日
東
(7
0%
),
五
女
木
(5
0%
)

日
東
・
五
女
木

剥
片

8
6

2区
チ
ャ
ー
ト
製
?

剥
片

8
7

2区
五
女
木
(4
5%
),
 
日
東
(3
4%
),
 
白
浜
(1
%)

日
東
・
五
女
木

剥
片

8
8

2区
日
東
(7
7%
),
五
女
木
(4
3%
),
白
浜
(0
.4
%)

日
東
・
五
女
木

剥
片

8
9

60
9

2区
桑
ノ
木
津
留
第
1群
(2
%)

桑
ノ
木
津
留

剥
片

8
2区

桑
ノ
木
津
留
第
1群
(1
2%
),
間
根
ヶ
平
(0
.8
%)

桑
ノ
木
津
留

剥
片

8
61
2-
1

2区
両
瀬
第
1群
(2
%)

姫
島

剥
片

8
2
61
2-
2

2区
【観
音
崎
(3
1%
),
両
瀬
第
1群
(2
3%
)〕

姫
島

剥
片

8
3

2区
観
音
崎
(3
7%
),
両
瀬
第
1群
(3
2%
)

女臣
島

剥
片

89
56
9

4
日
東
(6
4%
),
五
女
木
(5
3%
),
 
白
浜
(0
.1
%)

日
東
・
五
女
木

石
核

89
57
6

5
永
野
-1
5フ
リ
ン
ト
(3
9%
)

石
匙



報 告 書 抄 録

ふ り が な ながのいせき

圭
日

名 永野遺跡

副  書  名
県営農林漁業用揮発油税財源身替農道整備事業に伴 う

埋蔵文化財発掘調査報告書

シ リ ー ズ 名 小林市文化財調査報告書

シ リーズ番号 第 17集

編 著 者 名 落合賢一

所  在  地 宮崎県小林市大字細野 38番地 1

発 行 年 月 日 2004年 3月 31日

所 収 遺 跡 名 永野遺跡

遺 跡 所 在 地 宮崎県小林市大字東方宇永野

調 査 期 間 平成 13年 11月 27日 ～平成 14年 2月 8日

主 な 時 代 縄文時代、古墳時代～古代、近世

主 な 遺 構 な し

主 な 遺 物 縄文土器、土師器、須恵器、石器、陶磁器片



小林市文化財爛 告書 第17集

. _永 野 遺 跡

平成10年 31月

編集Ⅲ発行 宮崎黒小林市教育委員会

〒086-0004 ・

宮崎‐騨 淋市蜘 野.38番地 1

印1  刷 小林印刷鳴芸






